
野
外
キ
ャ
ン
プ
練
習
場
と
管
理
棟
を
増
設

昨
年

オ
ー

プ
ン
し

た
2
1世

紀
の

森
と

広
場

木

も
れ

陽
の

森
内

の
ア

ウ
ト

ド
ア

セ
ン

タ
ー

に

「
野
外

キ
ャ
ン

プ
練

習
場
」
と

「
管
理

棟
」

が

増
設
さ

れ
ま
し

た
。

ア
ウ
ト

ド

ア
セ

ン
タ

ー
は

、
恵

ま
れ

た
自

然

の
中

で

、
野
外

宿
泊

生
活

や
野

外
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

な
ど
の
「

野
外
生

活
体
験
」

を

通
じ

て

、
「

自
然

を
知

り

、
自
然

に
学

び

、

自

然
を

生

か
す
知

恵

あ
る
暮

ら
し

」

を
考
え

る
こ

と

を
目

的
に

設
置
さ

れ
た

も
の
で
す

。

野
外

キ

ャ
ン

プ
練

習
場

は
、
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
場
と

一

体
の

運
営
で

、

テ
ン
ト

サ

イ
ト

・

シ
ャ
ワ

ー

室

・
身

障

者
用
ト

イ
レ

を
完

備
し

快
適
な

キ
ャ
ン

プ
生
活
が

体
験
で

き
ま
す

。

回
2
1世

紀

の
森
と

広
場

管
理

事
務
所
ａ
3
4
5

8
9
0
0

野
外
キ
ャ
ン
プ
練
習
場

■

利

用

内

容

本

施
設
は
、
青
少
年

の
健

全
な

育
成
を
図
る
た
め

の
施
設

で
あ
る

こ

と
か
ら
、
次

の
内
容
以
外

に
は

利
用

す

る
こ
と

が
で
き
ま
せ

ん
。

規
律
あ
る
集
団

野
外
宿
泊

生
活

な
ど
の
野
外
宿
泊
活
動

自
然
観
察
、
創
作
活
動

な
ど
の

野
外
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

野
外
炊
事
な
ど

の
野
外
活

動

■

利

用

対

象

者
（
市

内

在

住

者

の

み

）

指
導
者
ま

た
は
、
責

任
者
の
引

率

ず
る
グ
ル

ー
プ
ま
た
は
、
団
体

アウトドアセンター管理棟

5/12(日)

時間午前9畤30 分から　内容記念式典、記念植樹

※記念品（先着100 人）を用意していますので、皆さんの参加

をお待ちしています。

で
、
次
の

い
ず

れ
か
に
該
当
す

る

大
児

童
、
生
徒

青
少
年
活
動

の
た

め
の
指
導
者

研
修
会
を
開
催
す

る
大

お
よ

び

こ

れ
に
参

加
す

る
大

子

ど
も

の
活
動
を
目
的

と
し

た

家
族
中
心

の
グ
ル

ー
プ
（
六
人

以
内
）

一

利

用

案

内

テ
ン
ト

ー
シ
ュ
ラ
フ
・
食
器
類
、

そ

の
他
生
活
用
口
叩
等
を
坩
意
し

て

い
た

だ
く

だ
け

で
楽
し
く
利
用
で

き
ま
す

。

利
用
期
間

…
試
行
の
た
め
夏
期

休

暇
期
間

の
み
（
７
月
2
0日
～

８
月
3
1日
）

獏

胃

薮
二

泊

二
日
ま
で

※
期
間
中

、
キ
ャ
ン

プ
以
外
で
ご

利
用

の
人

は
、
屋

根
付
き
炊
事

場

の
使
用
時
問
が
制
限
さ
れ
ま

す

（
午
前
1
0時
～
午
後
３
時
）
。

キ
ャ
ン
プ
場
ｉ
郎
繝

金
：
夫

人

千
二
百
六
十

円
、
小
人

（
中

学

生

以
下

）
八
百
四
十
円
（
食
材
、

燃

料
代
別
）

料金内訳

Ｂ
Ｇ
Ｍ

は
風
の
音
、
自
然
が
私
た
ち
の
リ
ビ
ン
グ
に
な
る
！

大人 小人

テント持込料 600 円 300 円

環境衛生費 200 円 100円

炉および調理

器具一式
400 円 400 円

小 計 1,200円 800円

消費税 60円 40円

合　計 1,260円 840 円

サ
イ
ト
数
・
：
二
十
サ
イ
ト

ニ

サ
イ
ト
六
人
ま
で
対
応
）

」

調

理

器

具

、

燃

料

、

食

材

野
外
炊
事
に
必
要

な
最
小
限

の

調
理

器
具
は
、
利
用
料
金
に
含

ま
れ
て

い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー

で
は
、
基
本
的
野
外

メ
ニ
ュ

ー

を
取

り
そ
ろ
え
て

い
ま
す

。
ま

た
、
利
用
者
の
希
望
に
よ

る
メ

ニ
ュ

ー
も
用
意
し
ま
す

の
で
気

軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

燃
料
は
、
爆
発
等

の
危

険
防
止

や
灰

が
産
業
廃
棄
物

と
な
る
た

め
持
ち
込
み
は

で
き

ま
せ

ん
。

調
理
器
具

・
食
材

は
、
衛

生
面

や
ご
み
処
理
上

の
問

題
等
か
ら

持
ち
込
み
は
で

き
ま
せ

ん
。

■

申

し

込

み

方

法

５
月
2
0日
囲
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
で
団
体
名

（
一

団
体
一
枚
）
　・
代

表
者
の
住
所

・

氏
名
・
連
絡
先
・
利
坩
希
望
日
（
第

二

第
二
希

望
ま
で
）
　・
利
用
人

数
を
記
入
し

て
、
一
7
2
7
0
1
2
2
5

2
松
戸
市
千

駄
堀
二
六
九
　
2
1世

紀

の
森

と
広
場

パ
ー

ク
セ

ン
タ
ー

（
0
3
4
5
・
8
9
0
0

）
　へ

※
公

開
抽
選
会
を
５

月
2
6日
㈲
午

前
1
0時
か
ら

パ
ー

ク
セ
ン

タ
ー

ニ

階
で
行

い
ま
す
。

※
抽
選
会
以

降
の
申
し
込
み
は
、

21世紀の森と広場｢木もれ陽の森」周辺図

ア

ウ
ト

ド
ア
セ

ン
タ
ー
管
理
棟

は
、
キ
ャ
ン

プ
期
間
中

は
キ
ャ
ン

プ
時
の
悪
天
候
に

よ
る
緊
急
避
難

場
所

・
キ
ャ

ン
プ
利
用

者
の
ミ

ー

テ
ィ
ン

グ
ル

ー
ム
・
講
座
等
に
利

用
し
ま
す

。
キ
ャ
ン
プ
期
間
以
外

は

、
野
外

活
動

に

関
す

る
講

座
、

研
修
等
、
野
外
活

動
の
た
め

の
無

料
貸
し
出
し

施
設

で
す

。

管理棟

※
管
理

棟
は
、
５
月
2
1日

㈹
か
ら

通
年
利
用

で
き
ま
す

が
、

キ
ャ

ン
プ
期
間
中
は
キ
ャ
ン

プ
利
用

者
優

先
の
た
め
、
貸
し
出
し

は

で
き
ま
せ
ん
。

※
管
理
棟
の
利
用

甲
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
へ

お
問

い
合
せ
く
だ
さ

い

。

ちば県人形劇まつりin まつど

５ ／２５(土)・２６(日)

参加ワッペン

2年に1回千葉県内の市町村で開催される人形

剽のお祭りが、松戸市で57 団体（個人含む）の

上演参加により行われます。

簡単人形づくりや折り紙などのコーナーもあ

ります。家族みんなでお出でください。

人口468,295 人 ［-  579 ］

男235,847 人 ［-  351 ］

女232,448 人 ［-  228]

鵜187,269 世 帯 ［＋　430 ］

12年国勢調査の確定値を基準と

て集計した常住人口です。

日時…5 月25 日(土)午後O 灣30 分～3 時30 分､26 日臼午前11 時～午後3時30 分

会場…森のホール21

内容…人形劇、影絵等の上演 、簡単人形づくリ等の体験コーナー

参加費…参加ワッペン(3 歳以上300 円)を購入すれば､２日間入場できます。

ま「ﾌヽヽノペンは、当日厖入することもで滯ます。

‐ 昨年のちば県人形劇まつり（柏市）

生涯学習情報プラザがオープン

オウム(アレフ)対策募金報告②
緑推進委員会の委員を募集　③

ペイオフ解禁　　　　　　　④

まつど生涯学習大学講座生を募

集　　　　　　　　　　　　⑤
情報チャンネル　　　　　⑥⑦

オープニングセレモニー

第7 回人口と世帯

主な内容

いってみようよ　やってみようよ人形劇！

期間…5 月10 日銜～24 日圃

圖ちば県人形劇まつりin まつど実行委員会事務局（松戸市おはなしキャラ

バン内）公囮3∠11-3122

松戸駅東西連絡通路ギャラリー人形展示

管
理
棟

あ
ら
か
じ
め
空
き
状
況
を

お
問

い
合

わ
せ
の
う

兀
、
利
用
希
望

日

の
二

週
間
前
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
ア

ウ
ト

ド
ア
セ

ン
タ
ー
受
付
棟
（

昔
3
8
5
・
1
8

1
5

公
3
8
4
・
2
2
3
4

）
　

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
「
木
も
れ
陽
の
森
」
内
に



生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
（
文
化
ホ
ー
ル
内
）
で
は
、
生
涯
学
習

に
関
わ
る
活
動
や
団
体
、
施
設
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
、

整
理
し
て
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
し
く
何
か
を
学
び
た
い
と
か
学
習
成
果
を
生
か
し
た
い
と
思

い
つ
い
た
ら
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
環
境
を
充
実
す
る
た
め
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
遊
び

や
学
習
情
報
を
集
め
て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
自
ら
の
発
想
に
よ
る
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
手
助
け
を
す
る
た
め
〔
こ
ど
も
オ
フ
ィ
ス
〕
も
設
置
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

睚
社
会
教
育
課
登
3
6
6
・
7
4
6
2

開
館
日
：
火

～
日

曜
日

時

間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
６
時

「
生

涯

学

習

情

報
コ

ー

ナ

ー

」

教
育

委
員
会

・
市

役
所

・
学

校

・

研
究
機
関

・
社
会
教
育
団

体

等

が
行

な
う

学
習

機
会

や
イ

ベ
ン
ト
情

報
、

サ
ー

ク
ル

情
報

や
視
聴

覚
教
材

・
機

器
情

報
な

ど
を
集
め
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
習
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

自
分
に
あ
っ
た
学
習
や
活
動

松戸市長選挙立候補予定者説明会
任期満了による松戸市長選挙が、6月23 日口に行

われます。これに伴い、立候補予定者説明会を次の

とおり実施します。

日時…5月21 日(洵午後2時から

会場…市役所議会棟3階特別委員会室

※立候補を予定している人は必ず出席してください。会場の都合

により、参加者は1候補につき2人までとさせていただきます。

圖市選挙管理委員会事務局H366-ﾜ386

朗
読
テ
ー
プ
・
点
訳
図
書
を

方
法

に
つ
い
て
迷
っ
た
時
、
生
涯

学
習
コ

ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
相
談

し
て
く
だ

さ
い
。

【
生

涯

学

習

支

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

バ
ン

ク
一

さ

ま
ざ
ま
な
経
験
や
学
習
成
果

を
地
域

の
活
動
に
生
か
し
た

い
と

い
う
皆

さ
ん
の
登
録
を
お
待

ち
し

て

い
ま
す

。

学

校
で
は
総
合
学
習

の
時
間

の

講
師

や
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者

が

求

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま

た
、
イ

ベ
ン
ト

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
や
サ

ー
ク
ル
活
動
の
支
援
者

も

求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
導
者

を
探
し
て

い
る
人

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の
支
援
を
受
け

た
い

人
も
相

談
し

て
く
だ
さ

い
。

「
こ

ど

も

オ
フ

ィ

ス

」

小

・
中

・
高
校
生
の
体
験
活
動

を
お
手
伝

い
し

ま
す
。
こ

ん
な
こ

と
を
体

験
し

た

い
と

い
う

ア
イ

デ

貸
し
出
し
て
い
ま
す

ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康
福

祉
会

館
）

障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
市

内

在

任
の
視
覚
障
害
者

の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
朗
読

テ
ー
プ
や
点
訳

図

書
の
貸
し
出
し

を
行

っ
て

い
ま

す

。
▼
朗
読
テ

ー
プ
（
松
戸
朗

読
奉
仕

会

の
朗

読
に
よ

る
）

広
報
ま

つ
ど
（
月
三

回
）
　・
議

会

だ
よ
り

（
年
四
回
）
　・
県

民
だ

よ
り

（
月

一
回

）
・
社

協
だ

よ
り

（
年
四

回

、
朗

読
テ

ー

プ
ま

た
は

点

訳
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
）
　・
週

刊

新
潮

（
月
二
回
）
　・
暮
し

の
手

帖

（
年

六
回
）
　
∴
大
声
人
語

〔
朝

日

新

聞
よ
り

〕
（
月

一

回
）
　・
余

山

本
周

五
郎
全
集

・
直
木

賞

受
賞
作
品

か
ら

・
推
理
小

説
・

実
用

書
・
触
図
（
絵
本

・
地
図

）

ほ
か
※
図
書
リ

ス
ト

（
点
訳
あ
り
）

を
用

意
し

て
い
ま
す
。

※
ご
希
望

の
著
作
物
の
点
訳
に

も
応

じ
ま
す
。

図

書
リ

ス

ト
設

置

場

所

・
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉
会

館
）

障
害

者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・

障
害

福
祉

課

・
市
社
会
福
祉

協

ア
が
わ

い
て
き
た
ら
、
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

仲
間
を
集

め
た
り
協
力
し

て
く

れ

る
人
を
一
緒
に
探
し
ま
す
。

◆

情

報

プ

ラ

ザ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
（
週
一
回
程

度
視
聴
覚
ラ

イ

ブ
ラ
リ

ー
の
映
画

上
映
と
資

料

整
理
）

資
格
…
1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
講

習
修
了
証
を

お
持

ち
の
大
お
よ

び
社
会
教
育

に
つ
い
て
勉
強
し

て

い
る
学
生
等
）

募
集
人

数
・
：
六
人
程
度

奈
詳
細
は
社
会
教
育
課
ま
た
は

直
接
、
生
涯
学
習
情
報

プ
ラ

ザ
（
0
3
6
7
・
7
8
7
1

）
へ
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

議
会

・
市

立
図
書
館
本
館

・
県
丿立

西
部
図
書
館

※
身
近
で
視
覚
障
害
を
持

つ
人
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

圃
電
話
ま
た
は
直
接

、
ふ
れ
あ
い

2
2（
健
康
福
祉
会
館
）
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ

ー
（

一`
3
8
3
・
7
1
1
1

）

へ

○新京成五香駅から徒歩13 分

○新京成常盤平駅、ＪＲ新八柱駅・新京成

八柱駅前から新京成バス牧の原団地行き

で｢牧の原団地｣ 下車徒歩3分

私道の舗装(新設・補修)側溝敷設･ 手すり設置を援助

○対象となる私道①幅員が原則として4 メートル以

上②両端または一端が公道に接している③築造か

ら5年以上経過している④5 世帯以上の住居が隣接

している⑤工事に支障となる物件がない⑤側溝敷

設については､ 公道等の排水施設に接続が可能なこ

と、以上の条件をすべて満たしていること

○工事の申請者私道敷地の所有者等の総意に基づ

き一切の権限を委任さ れた人 、または私道敷地等

の管理について組合等が設立されている場合はそ

の長

○受付期間5月７日㈹～31 日記

○工事内容舗装工事はアスファルト舗装またはコ

ンクリート舗装、側溝工事はＵ字溝（フタ付きを

含む）、匚型溝または可変側溝、手すリエ事はス

テンレス手すリ

○地元負担見込額左表のとおりですが、現場の状

況により変更する場合があります。

圖建設総務課業務係R366-ﾜ35ﾜ

工 事別地 元負 担額一 覧

工事種別 工
法

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

アスファルト

舗装新設工事

Ａ 1,310 円 ………｢イ 1,8∠LO円/ ΓΥ1

Ｂ 2,310 円/rri  3,230 円／ 甫

アスファルト
舗装補修工事
(オーバーレイ)

Ａ 800 円/m  1,120 円／㎡

Ｂ 930 円／ 甫 1,310 円/｢Ti

コンクリート

舗装新設工事
Ａ 爪620 円／㎡ 6,罷O 円ノΓΥで

U字溝敷設工事

(フタなし)
Ａ 4,∠凵○円／ｍ 6,1ﾜ〇円／ｍ

U字溝敷設工事

(フタ付き)
Ａ 9,100 円 ………ｍ 12,ﾜ50 円/m

し字溝敷設工事 Ａ 4,060 円 ／ｍ 5,690 円 ／ｍ

可変側溝敷設工事 Ａ
現地設計による

手すり工事 Ａ

オ
ウ
ム
（
ア
レ
フ
）

※工法の選定は、道路形態匚よって異なります

ので、申し込み時にご相談＜ださい。

対
策
募
金
報
告

募
金
額
は
八
百
九
十
四
万
一
千
九
百
二
十
七
円

オ

ウ

ム
肖
理

教

テ

レ

フ
）
信

者

が
平

成
1
2
年

５

月

に

稔

台

に

転

入

し

ま

し

た

。

十

回

に

及

ぶ

地

元

対

策

委

員

会

と

信

者

と

の

交

渉

の
結

果

、

移

転

経

費

お

よ

び
原

状

回

復

費

用

約

一
千

二

百

万

円

の
支

払

い

を

条

件

に

平

成

1
5年

３

月

に
退

去

す

る
協

定

書

を

締

結

し

た
こ

と

は

、

昨

年
一
1
1
1
1

月

５

日

号

の

広

報

ま

つ
ど

で

市

民

の
皆

さ

ん

に

お

知

ら

せ

し

た

と

お

り

で

す

。

以

来

、

多

く

の
市

民

の
皆

さ

ん

や

町

会

・
自

治

会

な

ど

各

種

団

体

に

ご

協

力

を

い
た

だ

き

、

稔

台

地

区

の

オ

ウ

ム

対

策

募

金

は

３

月

末

囗

現

在

、

八

百

九

十

四
万
一
千
九
百
二
十
七
円
に
な

り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
深
ぐ
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

目
標
額
に
あ
と
三
百
万
余
円

と
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

以
降
も
寄
付
募
集
の
許
可
を
得

て
引
き
続
き
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
込
先
…
松
戸
農
業
協
同
組
合

稔
台
支
店

稔
台
地
区
オ
ウ
ム

真
理
教

テ

レ
フ
）
対
策
委
員

会
会
長
大
井
藤
一
郎

口
座
番
号
…
普
通
3
8
1
2
9

圖
安
全
課
登
3
6
6
・
7
2
8
5

歯
を
大
切
に

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
九
十
六

保
険
制
度
の
改
正
と
歯
周
病
の
管
理

糖
尿
病
や
高
血
圧

、
腎
臓
病

な
ど
、
成
人

の
慢

性
病
が
年

々

増
加
し
て

い
ま
す

。
医

科
の
領

域
で
は
こ
れ
ら

の
疾

患
に
対
し

て
、
継
続
的
な
管
理

、
投
薬
に

よ

っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
常
識
で
す
。

歯
科

の
歯
周
病

も
慢

性
疾
患

で
、
歯
科
医
院
で

の
定

期
的
な

処
置
に
よ

っ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と

が
可
能

で
あ
る
こ

と

は
、
歯
科
医
学
的
に

は
周
知

の

事
実
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
健
康
保

険
の
制

度

上

で
は
今
ま
で
そ

の
よ
う

な
考

え

が
取

り
入

れ
ら

れ
て

い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ

の
コ

ラ
ム
で
も

何

度
か
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ

（
ｐ
ｒ
ｏ
ｆ

ｅ
ｓ

ｓ
１

０
ｎ
ａ
ｌ
　

ｍ
ｅ
ｃ

ｈ

ａ

ｎ
・
ｌ
ｃ
ａ
ｌ
　

ｔ
ｏ
ｏ
ｔ

ｈ
　

ｃ
ｌ

ｅ
ａ
ｎ
・
ｌ
ｎ

苳

に

つ

い
て
取
り
上

げ
て
き

ま
し

た

が
、
歯
周
病
を
コ

ン
ト

ロ
ー
ル

す

る
た
め
に
は
、
歯
科
医

院
で

の
定
期
的
な
管
理

が
必
要
不
可

欠

で
す
。
歯
周
病

の
進
行

の
度

合

い
に
よ
っ
て
は
、
病

態
の
悪

化

を
防
ぐ
た
め
、
継
続

的
に
月

に
一
度

の
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
内

の

清
掃

が
必
要

な
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ

の
よ
う

な

場
合
、

３
月

ま
で
の
保
険
制

度

で

は
継

続
的

な
管
理
に
対
し
て

は
社
会
保

険
適
用
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た

。

し

か
し

、

こ

の
４
月

か
ら

、

歯
周
疾
患

が
慢
性
病
で

あ
る
と

い
う
認
識

が
や
っ
と
社
会

保
険

の
制
度
に
取
り
入

れ
ら

れ
、
歯

周
病
に
対
す

る
一
連

の
治
療

が

終
了
し
症
状

の
安
定

が
は
か
ら

れ
た
後
、
継

続
的
な

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
処
置
を

保
険
で
で
き

る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
る
程
度

進
行
し
て
し

ま
っ
た
歯
周
病
を

悪

化
さ
せ
な

い
た
め
に
定
期
的

に
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
を
続
け
る
こ
と
は
、

た
と
え

ば
人
工

透
析
と
同
じ
よ

う
な
考
え
方

で
ご
理
解

い
た
だ

け
る
か
と
思

い
ま
す

。

病
状

や
、

歯
周

病
に
対
す

る

理
解
に
よ

っ
て
管
理
の
仕
方
は

さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く

は
主
治
医
に

ご

相
談
く
だ
さ

い
。

（
松

戸

歯
科

医

師
会

）

対象…①高齢者=4 月１日現在80 歳以上

（大正11 年4 月１日以前に生まれた人）

で 、自分の歯（かぶせた歯、さし歯可）

‾20 本以上ある人② 母と子= 平成13

年4月１日から平成14年3月31日まで

の間に3 歳児歯科健康診査を受診した

幼児とその母親で歯が健康な人

受付日時…6月６日困 午後2 時～2時30

分

会場…中央保健福祉センター

定員…先着①30 人②母子20 組

※優勝者は県のコンクールに参加して

いただきます。

圃5 月8日㈲から、電話で保健福祉課保

健係e366-7486 へ

募
集
し
ま
す

録

〔
毎
日
新
聞
よ
り
〕
（
月
一
回
）

ほ

か
▼
点
訳

図
書
（
松
戸
点
訳
会

の
点

訳
に

よ
る
）

(高齢者・母と子)参加者を募集

よい歯のコンクール

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

所
在
…
松
戸
一
三
〇
七

の

Ｉ
（
松

戸
ビ
ル

ヂ
ン
グ
四
階
）



ひ ったく り
に注意！

今年1 月から3 月末までに､ 市内で起きたひったくリ事件はコ69 件にのばりました。

これは昨年同時期に比べて10 件増ｶﾛしており。特に3 月に入り増力[]傾向にあります。

このひったくりの多＜が、皆さんのごく身近な場所で 、しかも普通に生活し ているE時

圜帯に発生しているのです。

ひったくりは、被害を受けた人が転倒するなどして 、大けがをするおそれのある悪

質な犯罪です。

犯人にスキを見せないよう 、自己防衛を心掛けましょう。

○明るく人通りの多い道を選びましょう。

○バック等は､ 車道と反対側に持ち、必要により胸に抱えるようにしましょう。

○自転車の前かごに防犯ネットまたは防犯カバーをかけましょう。

○後ろから、バイクなどがゆっくり近づいてきた時は、注意しましょう。

○銀行などから現金を引き出した後は、狙われやすいので特に注意しましょう。

○万一被害に遭ってしまったら、すぐに110 番通報しましょう。

松戸警察署登369-01  10、松戸東警察署o349-0110

千葉大学公開講座

市民を対象に、ガーデニング、主に花

を中心に広い範囲をやさしく解説します。

緑に囲まれたキャンパスが会場です。

ぜひ、ご参加ください。

期日 内　容

5/25'は） 花と心の歴史･花卉(かき)の病害防除

6/ 1 出 多彩なバラとその管理方法

昿
二]ンテナガーデン

ー夏バージョンー

15圉 草花の繁殖方法

22圉 宿根草花壇の楽しみ方

29(土) 屋上緑化、琿論と実際

時間…午後1時～4 時

会場…千葉大学園芸学部（松戸駅東

口下車徒歩 巧分）

対象…市内在住で 、全回参加できる

初心者

定員…40 人（抽選）

費用…「7,800円

圃５月15 囗伽 〔必着〕までに、往復

ハガキに住所・氏名・年齢・性別・

電話番号・返信用あて名を記入し て。

〒2ﾜﾄ8 引O 松戸市松戸648　 千葉大

学園芸学部教務係(≪308-8ﾜ12 ）へ

定員…各回20人　費用…無料

06/ 1 ①午前9時30 分～午後O時30 分

午後1時30 分～八時30 分

06/ 3 ㈲午後ら時～9時

06/11 ㈹午後6時～9時

06/19(710午後ら時～9時

06/22( 土)午前9時30 分～午後0R30 分

午後1時30 分～∠旧寺30分

06/27 ㈲午後6時～9時

06/29C 土)午前9時30 分～午後0e$30 分

午後1時30 分～∠1時30 分

テクノ２１

講座名 日　程 定員

初めてのパソコン

コース
④6/6休)・7㈲・8(土)

吝二

十
人

WORD&EXC

匸し基礎1講座

⑧6/10㈲・11團･12 ㈲

⑦>6/18㈲・19困・20(木)

WORD&EXC

Ｅ匚基礎2講座

③6/13休)・14R ・15(=Lう

(4)6/24で月卜25 固・260に

圃［パソコン操作］は求職受付票を持って5 月10

日廊 午前9 時 から 、目 下学習」は5 月 巧日㈲ 午前

9時から 、直接松戸地域職業訓練センター（小金原

1の19 の3 、公3 ∠旧－3200 ）窓口で受け付け(  I T

学習は電話での申し込みも可）。

※受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選

※受け付け当日は、車での来場はご遠慮ください。

応

募
資

格
…
市

内
在

任
の
大

で
、

平
日

の
会

議

（
年

四
回
程
度
）
に

参
加

で
き
る
十
八
歳
以

上
の
人

募

集
人
員
士
（

大

応

募
詈

頸
・：
市
民

・
企

業

・
行
政

が
一
体

と
な
っ
て
進
め

る
緑
事

業

に
関
す

る
テ

ー
マ

（
緑

の
保

全

・

緑
の
保
全

お
よ

び
緑
化

の
推
進

に
関
す

る
基
本
的

事
項

を
市
民
・

企
業

・
行
政

が
一
体
と
な
り

、
調

査

審
議

す

る
た
め
、
「
松

戸
市

緑

の
条
例
」
に

よ
り
松

戸
市
緑
推
進

委
員
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

委
員

の
任
期

は
二
年

で
、
現
委

員

の
任
期

が
本
年

６
月

末
を
も

っ

て
満
了

と
な
る
の
で
、
新
た
に
市

民
委
員

の
募

集
を
し
ま
す
。

の
課
保
全
係

容

3
6
6
・
7
3
7
8

緑

化

の
推
進

・
緑

の
愛

護
団

体
）

に

つ
い
て
の
意
見
（
レ
ポ
ー
ト
）
を

原
稿
用

紙
四
枚

程
度

（
約
千
六
百

字
）

に
ま
と
め
て
く
だ
さ

い
。

選
考
方
法
…
レ

ポ
ー
ト
を
参
考

に

選
考
し

ま
す
。

応
募

方
法
・：
５
月
3
1日
窗

〔
消

印

有
効
〕

ま
で
に
、
レ

ポ
ー
ト
を

同

封
し

、
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性

別

・
電
話
番

号
を
記
入
し

て
、

直

接

ま
た
は
郵
送

で
、
一
１‐
2
7
1
－
8
5

8
8
松

戸
市
根
本
三
八
七

の
五

松
戸
市
役
所
み
ど
り
と
花
の
課

薪

館

八
階
）
へ

固

み
ど
り

と
花

松
戸
市
緑
推
進
委
員
会
の

第1 期の委員会は、原則公開として平成12 年から本年3 月まで委員会

を8 回開催し ました。

第1[D]、第2回の委員会では、松戸市緑の基本計画にある緑地保全地

区促進区域についての討議をし 、促進区域とし て承認、併せて都市緑

化の推進や市街地内の末利用地について討議を重ねました。

第3 回では、市内の樹林地や市民ボランティアによる花いっぱい運動

の活動状況を視察しました。

第4 回以降は、緑の保全、緑化の推進に重点を置いた討論を行い、さ

まとまな意見が活発に出されました。

このことを踏まえ、本年6 月までに市長に対し緑の都市づ＜りに関す

る提言を行う予定になっています。

さらに、緑推進委員会臨時会議を開催し 、市の木 、市の花、市の鳥

を市民公募の中から選定し 、市長に提言し ました。

このような第1期の活動をさらに発展させるためにも、緑の保全およ

び緑化の推進に関心や意欲のある人の応募をお待ちしています。

建

設

廃

棄

物

か

ら

得

ら

れ

る

資

源

の

有

効

利

用

と

適

正

処

理

を

図

る

た

め

「

建

設
工

事

に

悵

る

資

材

の
再

資

源

化

等

に

関

す

る
法

律
」（
建

設

リ

サ
イ

ク
ル
法

）

が

５

月
3
0
日

か

ら

施

行

さ

れ
ま

す

。こ

の
法

律

に

よ

り

、

コ

ン

ク

リ

ー
ト

、

コ

ン

ク

リ

ー
ト

お

よ

び
鉄

か

ら

な

る

建

設

資

材

（
鉄

筋

コ

ン

ク
リ

ー
ト

な

ど

）
木

材

、

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

の

四

品

目

を
用

い
た

一
定

租

俣
以
上

の
工

事

♀

表

）

を

実
施

す

る

場

合

、

発

注

者

に

分

別

解

体

な

ど

の
事

前

届

出

が

、
ま

た
受

注

者

に

は
分

別

一定規模以上の工事

工事の種類 規模の基準

建築物解体 総床面積80㎡

建築物新築 総床面積500 ㎡

建築物修繕・模様替（リ

フォーム等）
請負金額1億円

その他の工作物に関する

工事
請負金額500 万円

解
体

や
再
資
源
化

な
ど
の
実
施

が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

圜

建
築
指
導
課

昔
3
6
6
・
７
３
６

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

八
つ
つ
あ
ん

ご
隠
居
、
こ
の
間
草
む
し
り

を
頼
ま
れ
た
お
よ
ね
さ
ん
、
人

院
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
ね
。

ご
隠
居
そ
ろ
そ
ろ
退
院
ら
し
い
よ
。

こ
の
間
民
生
委
員
の
お
ウ
メ
さ

ん
が
見
舞
い
に
行
っ
た
時
、
お

よ
ね
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
た

と
か
い
っ
て
た
な
あ
。

八
つ
つ
あ
ん

そ
り
ゃ
あ
不
安
だ
よ
な
。
お

よ
ね
さ
ん
一
人
暮
ら
し
だ
か
ら

な
あ
。

ご
隠
居
そ
れ
で
な
あ
。
二
、
三
日
前

に
外
出
許
可
を
も
ら
っ
て
家
に

戻
っ
て
、
民
生
委
員
の
お
ウ
メ

さ
ん
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
と
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ

た
み
た
い
だ
よ
。
ち
ゃ
ん
と
サ

ー
ビ
ス
を
整
え
て
、
退
院
し
た

ら
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
ね
。

八
つ
つ
あ
ん

へ
え
１
．
そ
れ
っ
て
介
護
保

険
っ
て
や
つ
で
す
ね
。

ご
隠
居
ま
あ
な
。
介
護
保
険
で
ヘ
ル

パ
ー
と
か
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
す
る
つ
も
り
ら
し
い
け
ど
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
っ
て
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
も
考
え
て
い
£
馨

７
だ
よ
。

八
つ
つ
あ
ん

ご
隠
居
！
つ
て
こ
と
は
、
民

今

回
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン

タ
ー
と
地
域
の
連
携

に
つ

い
で

で
す

。

生
委
員
と
在

宅
介

護
支
援
セ

ン

タ

ー
つ
て
必
要

な
時
は
そ
う

や

っ
て
連
絡
を
取
口

合
う
ん
で
す

か

い
。

ご

隠

居

そ
う
そ
う

。
一
人
暮
ら
し

の

人

の
情
報

や
町
会

の
こ
と
を

身

近

に
み

て

い
る
民

生
委

員

と
、

福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
使

い
方

が
わ

か

っ
て

い
る
在
宅
介
護
支
援

セ

ン

タ
ー
が
本
人

の
了
解
を
得

て

連
携

が
出

来
た
ら
、
こ

ん
な
に

心
強

い
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う

。

八

っ

つ

あ
ん

で
も

よ
、
ご
隠

居
、
な

か
に

は

あ
ま
り

関
わ
っ
て
欲
し
く

な

い
大
も

い
る
ん
じ

ゃ
・
・

・
？

ご

隠

居

そ
り

ゃ
、
大
そ
れ

ぞ
れ
の
生

氷

万
や
立
場

を
尊
重
し
な
き

や
。

だ
け

ど
「
守
秘
義
務
」

つ
て

難
し

い
言

葉
だ
が
、
個
人

の
情

報

を
守

る
こ
と
が

あ
の
大

た
ち

に

は
決

め

ら

れ

て

い
る

ん

だ

よ

、
ち

ゃ
ん
と
な
。

八

つ
つ

あ

ん

そ
う

な
ん
で
す

か
い
。
じ

ゃ

あ
、

い
ざ
と

い
う
時
は

安
心
し

て
相

談
を
す
れ

ば
い
い
っ
て
こ

と

で
す

ね
、
ご
隠

居
。

ご

隠

居

そ
う

だ
な

。
熊
五
郎

な
ん
か

田

舎
の
父
っ

つ
あ

ん
は
一
人

暮

ら
し

だ
ろ
、
よ
く
相

談
し
て
た

も
ん
な
。

八

つ
つ

あ

ん

へ

え
１

、
熊

五
郎

が
ね

え
。

あ
っ
し

も
少
し
は

在
宅
介

護
支

援

セ
ン
タ

ー
の
こ

と
が
分
か

っ

て
き
や
し

た
よ
、
こ
の
頃
。

第
十
回
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら

一人ひとりが自己防衛を！

5/30
から

被害に遭わないために

｢ガーデニング～花にかこまれた生活｣

● ＩＴ学習支援コース

(パソコンを使用しての自主学習)

● パソコン操作 習得 コー ス

時間…午前9時30分～午後4時30分

対象…求職者

費用…無料（テキスト代実費）

パソコン講座のお知らせ

地
域
の
連
携
に
り
い
て

圈
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

支
援
課
内
）
容
3
6
6
・
7
3
4
3

本
格
施
行
さ
れ
ま
す

都市の緑のあり方について討議しました

第1期緑推進委員会は

委
員
を
募
集
し
ま
す



４

４
月
１
日
に
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。
ペ
イ
オ

フ
と
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が
経
営
破
た
ん
し
た
場
合
、

一
預
金
者
一
金
融
機
関
あ
た
り
、
元
本
一
千
万
円
ま
で
の
預

金
と
、
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
る
仕
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

金
融
機
関
が
今
す
ぐ
に
破
た
ん
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
万
が

Ｉ
破
た
ん
し
た
場
合
、
預
金
が
ど
こ
ま
で
保
護

さ
れ
る
か
は
、
私
た
ち
預
金
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
関
心
事

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
己
責
任
の
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
。
大
切

な
預
金
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今

回
は
ペ
イ
オ
フ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

固
消
費
生
活
課
昔
3
6
6
・
7
3
2
9

ペ
イ
オ
フ
の
仕
組
み

■

預

金

保

護

の

仕

組

み

（
図

１

）銀
行

な
ど
の
金
融
機
関

が
経
営

破
た
ん
し
た
場
合
、
預
金

者
の
資

産
は
「
預
金
保
険
機
構
」

に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
ま
す

が
、
預
金

の
保

護

の
方
式
に
は
次

の
二

つ
の
方

式

が
あ
り
ま
す
。

①

資
金
援
助
方
式

＝
破
た
ん
し
た

金
融
機
関

が
他

の
金
融
機

関
（
受

け
皿

銀
行
）
に
合
併
、

あ
る
い
は

営
業
譲
渡
し
た
場
合
に
と

ら
れ
る

方

式
で
す
。

②

ペ
イ
オ
フ
方
式

＝
破
た
ん
し
た

金
融
機
関
を
救
済
す

る
金

融
機

関

が
な
い
場
合
、
預
金
保
険
機
構

が

預

金
者

を
保
護
す
る
方
式
で
す

。

１

名

寄

せ

の

仕

組

み

い
ず
れ
の
方
式
も
、
保
護

の
対

象

は
一
金
融
機
関
に
つ
き
一
預
金

者

ど
な
る
の
で
、
同
一
金
融
機
関

に

複
数
の
口
座
を
持

っ
て

い
る
場

合
、
そ

の
預
金
を
一
本
化
す

る
の

が
「
名

寄
せ
」
と
呼

ば
れ

る
方
法

で
す

。

分
散

し
て
開
設
さ
れ
た
口
座

の

預

金
を
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
集

約
し

て
一
つ
の
名
義
に
し
、
一

つ

に
合

算
し
た
預
金
総
額

が
一
千
万

円
を
超
え
た
場
合
、
超
え

た
部
分

に
つ

い
て
は
減
額

さ
れ
る
こ

と
に

な
り
ま
す

。

■

対

象

と

な

る

金

融

機

関

日
本
国
内
に
本
店
の
あ
る
銀
行
、

信
令

甲
央
金
庫
、
信

卅
金
庫
、
全

国
信
用
協
同
組
合

連
合
会

、
信
用

協
同
組
合
、
労
働

金
庫

連
合
会

お

よ
び
労
働
金
庫
な
ど
は
、
預
金

保

険
機
構
へ
の
加
入

が
義
務
付
け

ら

れ
て
お
り
、

ペ
イ

オ
フ
の
対
象

と

な
り
ま
す

。

■

対

象

と

な

る

預

金

等

と

保

護

の

範

囲

（
図

２

）

①
４
月
１
日

か
ら
平

成
1
5年

３
月

3
1日

ま
で
は
普
通
預
金

・
当
座
預

ペ
イ
オ
フ
　
Ｑ
＆
Ａ

金
融
機
関
が
破

た
ん
し

た
場

合

、
預
金
は
す
ぐ

に
引

き
出

せ
ま

す
か

金

融
機

関
の
破
た
ん
後
、
預

全

保
険
機
構
に
よ

る
名
寄
せ

が
ス

ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
た
場
合
に

は
、
元
本

一
千
万
円

と
そ
の
利

息

に

つ
い
て
は
数
日

後
に
引
き
出
す

こ
と

が
で
き
ま
す
。

備
え
は

ど
う
し

た
ら
よ
い
の

で
し

ょ
う

か

元

本
を
守
る
こ
と
を
優
先
す

る
な
ら
、
定
期
預
金
を
普
通

預
金
に

か
え

た
の
ち
、
来
年
３
月

3
1日
ま

で
に
預

金
先
を
分
散
さ
せ

る
な

ど
の
方

法
が
あ
り

ま
す
。

元
本
一
千
万
円

を
超

え
る
預

金
は
戻
ら
な
い
の

で
す
か

破
た
ん
し

た
金
融
機
関

の
財

産
状
況
に
応
じ
て
、
預
金
保

険
機
構

が
そ

の
率
を
決
定
し
、
そ

れ
に
よ

っ
て
、

全
部
ま
た
は
一
部

が
支
払

わ
れ
ま
す

。
こ

れ
を
「
概

算
払

い
」
と

い
い
ま
す
。

破
た
ん

金
融
機
関
か
ら
住

宅

ロ
ー
ン

な
ど
の
借
入
れ
が

あ

る
場
合
は
ど
う
な

る
の
で
す
か

原
則
と
し
て
、
預
金

者
側
か

ら

の
申
し
出
に

よ
っ
て
預
金

と
ロ
ー
ン
が
相
殺
さ
れ
、
預
金

の

分

だ
け
ロ
ー
ン
残
高

が
軽
減
さ

れ

ま
す
。
た
だ
し
契
約
に
よ

っ
て
扱

い
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

の

で
、
詳
し

く
は
金
融
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

一
つ
の
銀
行

に
普

通
預
金
と

定
期
預

金
の
両
方

が
あ
る
場

合
い
は

、
ど
う
な

り
ま

す
か

ま
ず
、
普
通
預
金

か
ら
保
護

さ
れ
ま
す
。
定
期
預
金
の
場

合
、
満
期
日

の
期
日

が
近

い
も
の

か
ら
保

護
さ
れ
、
同

期
日

で
あ
れ

ば
金
利

の
低

い
方

か
ら
保
護
さ
れ

ま
す

。

受
け
皿
銀
行
と

は
ど
の
よ
う

な
銀
行
な
の
で
し

ょ
う
か

資
金
援
助
方
式
に
よ
り
、

破

た
ん
銀
行
か
ら
営
業
を
譲
り

受
け

る
銀
行

の
こ

と
で
す
。

①
受
け
皿
銀
行
が
す
ぐ
に
出
て
来

た
場
合
、
業
務

な
ど
が
ス
ム
ー・
ズ

に
引
き
継

が
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
も
最

小
限

に
な
り

ま
す
。

②
受
け
皿
銀
行
が
す
ぐ
に
出
て
来

な

い
場
合
、
預

金
保
険
機
構
に
加

盟
し
て

い
る
金
融
機

関
が
経
営
破

た
ん

に
備
え

て
積
み
立
て
て

い
た

保
険
金
を

直
接
支
払

忝
方
法

が
と

ら
れ
、
国
の
ブ
リ
ッ
ジ

バ
ン
ク
（
承

継
銀
行
）

が
業

務
な
ど
を
引
き
継

ぎ
ま
す

。

家
族
の
預

金
も
一
括
し
て
名

寄
せ
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
か

基
本
的
に
は
家
族

も
翳
々

の

預
金
者
と
み
な
さ

れ
、
一
括

し
て
名
寄
せ
を
さ

れ
る
こ
と

は
あ

り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
明
ら

か
に

家
族
の
名
義
を
借
り
た
に
す

ぎ
な

い
と
判
断
さ

れ
る
預
金

や
、
架
空

名
義
の
預
金
に
つ

い
て

は
保
護
さ

れ
ま
せ
ん
。

金

の
元
本

お
よ
び
利
息
は
全
額

保

護

さ
れ
、
定
期
預
金
等
は
合
計

で

元
本

一
千
万
円

ま
で
と
そ

の
利
息

が
保

護
の
範
囲
と
な
り
ま
す

。

②
平

成
1
5年
４
月
１
日
以

降
は
、

す
べ
て
の
預
金
の
合
計
で
元
本
一

千
万
円

ま
で
と
そ
の
利
息

が
保
護

の
範

囲
と
な
り
ま
す

。

少

年

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

５
月
1
3日

丱
午
前
1
0時
か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五
階

会

議
室
　

傍

聴
定
員
先
着
五
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
。

圖
こ

ど
も
課
少
年
セ
ン

タ
ー

昔
3
6
6

・
７
４

βＯ
ｔ４
‘

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

事

項

に

関

す

る

縦

覧

人

規
模
小
売
店
蒂

』丑
地
法

に
基

づ
き
提
出
さ
れ
た
、
大

規
模
小
売

店
舗
の
変
更
事
項
の
概
要
を
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

①

萪
松
戸
中
央
開
発

ビ
ル
（
㈱
ダ

イ

エ
ー
ほ
か
）
　

恋
更

内
容

駐
輪

場
の
位
置
　

縦
覧
題

限
７
月
1
5日

丱②
コ
ジ

マ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
松
戸
店

恋
更

内
容
閉
店
時
刻
、
来
客

が
駐

車
場

を
利
用
す

る
こ
と

が
で
き

る
時
間

帯
　

縦
覧
期
限
７
月
2
2日
囲

①

噐
と
も
縦
覧

場
所

商
工

観
光
課

（
京

葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸

第
ニ

ヒ

ル
四

階
）
圖
商
工

観
光

課

昔
3
6
6
・
7
3
2
7

教

育

委

員

会

会

議

５
月
1
5日
水
午
後
２
時

か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五
階

会

議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

。
議
案
等

は
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

固

教
育

青

貝
会
企
画
管
理
室

昔
3
6
6

・
７
４
・
」ａ
ｒａ

母

子

家

庭

の

母

・

寡

婦

に

対

し

就

労

に

必

要

な

講

座

受

講

料

の

助

成

を

し

ま

す

対
象
者
母
子

家
庭
の
母
と
寡
婦

（
か
つ
て
母

子
家
庭
で
あ

っ
た
人
）

受

講
科
目
就
労
に
必
要
な
講
座
（
パ

ソ
コ

ン
・
簿
記

・
宅
建
）
　

会
場

松

戸
市

地
域
職
業

訓
練
セ
ン

タ
ー

（
テ
ク
ノ
2
1）
小
金
原
一
の
一
九
の

三圃
印
鑑
を
持
参

の
う

兀
直
接

、
児

童

福
祉

課
家

庭
支
援
係

（
昔
3
6
6
・

７

９ヽ
り４
７

）
　へ

学

童

災

害

共

済

に

加

入

を

申
込
期
限
５
月
2
0日

丱

掛
け

金
年
百
円
　

共

済
期
間
４
月

１
日

～
平
成
1
5年
３
月
3
1口
　

見

舞
金

小
中
学
校
の
児
童

・
生

徒
が
学
校

に
行

っ
て

い
る
問
（
学
校
管
理
下

）

以
外
で
け
が
を
し

た
場
合
、
負

傷

の
程
度
に
応
じ
て
最
低

一
万
円

か

ら
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

（
た
だ

し
、
交
通
事
故
、
自
転

車
に

乗
車

中
の
事
故
、
風
水

害
、
震
災

な
ど

の
非
常
災
害
に
よ

る
事
故
を

除
き

ま
す
）
。

申
込
方
法

①

市

皿
小

中

学
校
児
童

・
生
徒
は
各

学
校
で
②

市
内
在
住
で
私
立
の
小

中
学
校
へ

通
学
し
て

い
る
児
童

・
生
徒

は
直

接
教
育

委
員
会
保

健
体
育
課

（
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
四

階
）

に
、

印
鑑
持
参
で
申
し
込

ん
で
く

だ
さ

い
。
固
保
健
体
育
課

昔
3
6
6
・
7
4
5
9

赤

十

字

事

業

資

金

に

ご

協

力

を

５
月

・
６
月

は
赤
十
字
運
動
月

間

で
す
。
赤
十
字
で
は
、
人
道
的

諸
事
業
を
推
進
す

る
た

め
に
事
業

資
金

の
ご
協
力

を
お
願

い
し
て

い

ま
す

。

町
会

役
員

・
赤
十
字
奉
仕
団
員

の
皆
さ
ん
が
お
伺

い
し
ま
す

の
で
、

運
動

の
趣
旨
を
一
人
で
も
多
く

の

人

に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
支
援

い
た
だ
け

る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

圖
日
杢

亦
十
字
社
千
葉
県
支

部
松

戸
市
地
区
（
福
祉
事
務
所
内

）

登
3
6
6

・
９
り
0
1
0
り

再

生

自

転

車

を

販

売

５
月
1
1日
出
～
1
3日
囲
午
五
回
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場
生
き

が
い

福
祉
セ
ン
タ

ー
　
販
売
台
数
三
十

台

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
　

価

格
五
千
～
九
千
円
（
消

費
税
込
み

、

防
犯
登
録
付
き
）
　

交
通
五
香
駅

東
口

か
ら
釿
京

成
バ
ス
乗
車
、
「
新

５月は消費者月間です

ぺイオフ解禁 自分の責任で預金を守ろう！

中身を知って、家庭の備えを

暮
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

日

時
・
：
①
５
月
1
8日

出
②
５
月

2
5日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場

：
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
二

ビ
ル
五
階
会
議
室

テ
ー
マ
・
：
①

ペ
イ
オ
フ
解
禁
～

あ
な
た
の
財
産
大
丈
夫
？

②
狂

生

炳
と
私
た
ち

の
食
卓

講
師
：
个

金

融
広
報
ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
斉
堊

咎
代
美
氏

②
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
天
笠
啓

祐

氏定
員
・
：
各
先
着
三
十
人

費
用
…
無
料

※
二
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り
（
お

や
つ
代
二
百
円

、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
）

匣
電
話

で
消

費
生
活
課

登
3
6
6
・

7
3
2
9

へ

栄
町
入

口
」
下

車

圖

祁
松
戸
市

シ
ル

バ

ー
人
材
セ
ン

タ
１

昔

3
8
4
・
３
１
慂
Ｉ

’



ま
つ
ど
生
涯
学
習
大
学

急
激
に
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、

私

た
ち
は
口

々

い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
出
会

っ
て

い
ま
す
。

ま
つ
ど
生
涯
学
習
大
学
は
、
高

齢

者
の
皆
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
学

習

を
深

め
る
こ
と
で
、
社
会

の
一

員

で
あ
る
こ

と
を
認
識
す

る
と
と

も
に
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
活

躍

い
た
だ
け

る
よ
弓
応
援
し
ま
す
。

内

容
左
表
の
と
お
り

筌

千

八

回
〕
　

対
象

車
回

仕
住

・
在
勤
の

六

十
歳
以
上
の
人
　

定
員
三
百
人

（
抽

選
）
　

費
用
百
円

（
名
札
代

。

名
札

を
お
持
ち
の
人
は
無
料
）

圃
５
月
1
0日

靡
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性
別
・
電
話
番

号

・
返
信
用

あ
て
名

を
記

入
し

て
、
一
７
2
7
1
1
0

０
９

４
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九

の

一
総
合
福
祉
会
館
内
　

公
民
館

ま

つ
ど
生
涯

学
習
大
学
係

（

昔
3
6
8
・

１

り乙
１
４

）
　へ

※
応

募

多
数
の
場
合

は
初

め
て
の

人

を
優
先
し
た
上
で
抽
選
と

な

り

ま
す
。

※
返
信
（

ガ
キ

の
あ
て
名

も
忘

れ

ず
に
記

入
し
て
く
だ
さ

い
。

※
往

倶
（

ガ
キ
に
一
人

（
本
人

）

の
み
記

載
し
て
く
だ
さ

い
。
夫

婦
で
あ

っ
て
も
連
名
で

の
ご
応

募
は
ご
遠
慮
ぐ
だ

さ
い
。

※
氏
名

に
は
、

フ
リ

ガ
ナ
を

必
ず
ふ

っ
て

く

だ
さ

い
。

日程と講座の内容

期　日 内　容 講　師

6/ 7 窗 現在の私からの生き方について 早

稲
田
大

学
講
師

・

武
田
京
子

氏

14銜 毋として

21窗 妻・主婦として

28窗 社会人として

7/ 5 ㈲ 鋺の老いと・私の老いを考える

12窗 まとめ

時間…午後1時30 分～3 時30 分

会場…女性センターゆうまつど

対象…市内在住・在勤・在学の

女性

定員…30 人（抽選）

費用…無料

※駐車場はありません。

圃5 月14 日（洵〔必着〕までに、

期　日 内　容 講　師

5/30C*)

開校式および開設説明 市長あいさつ・公民館職員

良い人間関ｲ系をつくる話し方
日本ヒューマンリレ ーションズ研究

会名誉会長・金光達太郎氏

6/ 6團
子どもと高齢者のかかわリ方～地域で

育てる子どもたち 千葉大学教授・中村攻氏

20㈲ わが街まつど～ふるさとの歴史と文化 松戸シティーガイド・石上瑠美子氏

7/ 4 ㈲
公的介護保険アラカルト～知っていま
すか介護ｲ呆険の徹底検証

聖徳大学短期大学部教授・佐々木美
奈子氏

18困 ｜丁と日常生活～暮らしの道具として 江戸川大学教授・市川昌氏

9/12休） エンジョイ・シニアライフ 福祉評論家・古沢勲氏

19 ㈲
身近なことからはじめてみませんか！

～環境対策（仮題）
環境学習アドバイザー・横山清美氏

10/ 3團 遺伝子組み換え食品と安全性 千葉大学園芸学部教授・三位正洋氏

17 ㈲ 宇宙物語～ふしぎな宇宙と夢 スペースディレクター・広瀬英彰氏

31㈲
甘い誘惑にのらないために～増加する
高齢者トラブル

松戸市消費生活センター消費生活相
談員

11/14W 高齢者に役立つ法律の知識 弁護士・川村幸信氏

28㈲ 国際交流～異文化共生について( 仮題)
聯 松戸市国際交流協会（まつど国際

文化大使）

12/12M ★ 演劇でみる児童虐待（仮題） ゅず組（劇団代表・久保淳子氏）

19困 景気の動向と高齢者の暮らし 証券広報センター

1/ 9 團 ★ 新春～民謡と日本の話芸
民謡歌手 ・浅野意玖子氏、落語家・
むかし家今松氏

23困 私にもできるボランティア 聖徳大学教授・松下倶子氏

2/ 6困
1年 間のまとめ～学ぶ楽しさから地域
の発信者へ 文教大学教授・平沢茂氏

20困 ★ 閉校式～コンサート
声楽家・下山田檬氏 、ピアノ・轟奈
央子氏

往復ハガ半に住所・氏名・年齢・電話番号を記入して、〒2町 －0094 松戸市上矢

切299 の1総合福祉会館内　公民館女性の講座「私の生き方を創ろう」係（登368

会場市民劇場時間午前10 時～正午（午前9時30 分開場）

※★は午後2時～∠1時（午後1時30 分開場）

※講義時間は1時間30 分（開校式・閉校弍は除＜）

-121 ∠1）へ

※定員に満たない場合は15 日困から電話で受け付けます。

※保育を希望する人は、子どもの名前・性別・年齢（生年月

日）も記入してください。応募者多数の場合は抽選になり

ます。（1歳10 ヵ月以上､8 人まで　費用おやつ代1回200 円）

君の企画で

６
月
５
日
～
2
6日

の
毎

週
水

曜
日

〔
全

四
回
〕
午
前
1
0時
～
正

午

侖
璢

六
実
市

民
セ
ン
タ
ー
別
館

内
容
子

育
て
の
悩
み
、

家
族

（
夫
）
関
係
、
自
分

の
こ

れ
か
ら
な

ど
を
話
し
合

い
を
中

心
に
講
師
と
と
も
に

考
え
兪

つ
　
講

師
元

小

学
校
校
長
・
三
輪

多
恵
子
氏
　

対
象

幼
児
を

持
つ
母

親
ほ
か

定
員
二
十
人

（
抽
選
）
　

費
用

無
料

隰
５
月
1
4日
天

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
複

（

ガ
キ

に

講

座

名

・
住

所

・
氏

名

・
年

齢
・
電

話
（
あ
れ

ば
フ

ァ
ク
ス
）
番

号
を

記
入
し
て
、

〒
9
7
1

一－
0
0
9
4

松
戸
市
上

矢
切
二

九
九
の
一
総
合
福
祉
会
館
内

公

民
館
（

昔
3
6
8
・
1
2
1
4

）
　へ

※
定
員
に
満
た
な

い
場
合

は
、

５
月
1
6日

床
か
ら
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
保
育
を
希
望
す

る
人

は
、
子

ど
も
の
名

前

・
年
齢

・
性
別
右
記
入
し

て
く

だ
さ

い
。
（
一

歳
十
ヵ
月

以
上

、
十

人
ま

で

巷
乕

お

や
つ
代
一

回
二
百
円

）

青少年の学習の輪を広め、地域

に根ざした活動をめざすため青年

講座自主企画委員を募集します。

5月28 日～6 月18 日の毎週火曜

日〔全4回〕午後7 畤～8 時30 分

会場…青少年会館

内容…スポーツ 一文化・教養・キ

ャリアアップ ・語

学などの講座の企

画と運営

対象…18 ～30 歳

定員…先着10 人

圃電話で青少年会

館容344-8556 へ

5 月15 日～ﾜ 月↑7日の毎週水曜午後｢7時～8

時30 分　会場女性センターゆうまつど　内容

韓国語の簡単な日常会話と旅行で使う会話な

どの学習。講師による韓国の歴史や文化の紹

介　講師松戸市国際交流協会会員・チャン・

ヂョンユン氏　対象18 ～30 歳の人　 定員先

着20 人　費用教材蒻1,000 円

Ⅲ電話で青少年会館登3∠14-8556 へ

青少年会館

開館25 周年事業

開
催
日

…
９
月
７
日

出
・
８
日

㈲
午
‘削
1
0時
～
午
後

８
時

会
場
…
青
少
年
会
館

対
象
・
：
小
学
生
以
上
三
卜
歳

ま

で
の
演
劇
等
の
活
動
を
し

て
い

る
青
少
年
団
体
で
、
左
記

の
企

画

会
議
に
参
加
で
き

る
団
体

募
集
定
員
…
演
劇
十
団
体
◆

ダ

ン
ス
な
ど
五
団
体

（
奇
術

・
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な

ど
可
）
◆
照

明

・
ス
タ
ッ
フ
五
人
程
度

費
用
…
無
料

■

企

画

会

議

地

域

に

根

ざ

し

た

芸

術
祭

を

青

少

年

団

体

自

ら

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

す

る

た

め

、

出

演

団

体

か
ら

実
行

委

員

を

選

出

し

、

企

画

会

議

を
開

き
ま

す

。

５
月
2
3
日

米

、

６

月
1
3
日

米

・
2
7日

米

、

７

月
一１１一
日

市

・
2
5

日

米

、
８

月
2
2
日

水

〔
全

六

回

〕

午

後

７

時

～

８

時
3
0
分

会

場

青

少

年

会

館

圉

電

話

で
青

少

年

会
館

昔
3
4
4・

8
5
5
6

へ

日程 内　容 会　場

5/25fct) 常盤平地区予選 常盤平体育館

6/ 1圉 小金原地区予選 小金原体育館

8圉 新松戸地区予選 青少年会館

15圉 決勝大会 青少年会館

鳥
取
県
名
産
「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」
漬
け
方
講
習
会

市
は
二
十
世
紀
梨
で
交
流
を

深
め
て
い
る
鳥
取
県
と
の
共
催

で
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
方
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
（
共
催
団

体
＝
鳥
取
県
・
福
部
村
・
Ｌ
Ａ

鳥
取
い
な
ば
福
部
村
支
店
）
。

５
月
2
8日
㈹
第
一
部
＝
午
前

1
0時
～
正
午
、
第
二
部
＝
午
後

２
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館

定
員
各
五
十
人
（
抽
選
）
　
持

ち
物
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン

※
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う

二
・
と
容

器
の
お
み
や
げ
付
き

圃
５
月
1
0日

蚩

〔
必
着
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ

（
一
枚
に

つ

き
一
人
の
み
）
に
希

望
の
時
間

帯
（
ど
ち
ら

か
一
方

の
み
）
・
住

所

・
氏
名

・
電
話
番

号
を
記
入

し

て
、
一
7
2
7
1

－
8
5
8
8

松
戸

市
根
本
三
八
七

の
五
　

松
戸
市

役
所
商
工

観

光
課

観
光

係
（

一`

3
6
6
・
7
3
2
7

）
　へ

車いす体験・見えない体験・高齢者疑似体験学習

の指導ボランティアを養成する講座です。

６月26 日團・2「ｱ日困・28 日窗［全3 回］午後1時

30 分～4 時　 会場市社会福祉協議会第D2 ボラン

ティア室　対象市内在住で3日間受講ができ、受講

後、昼間（主に平日）の活動ができる人　定員20

人（抽選）　費用無料

※車いす操作・ガイドヘルプ・高齢者疑似体験の経

験がある人を優先します。

圃5月20 日㈲〔必着〕までに、往復ハガ半に氏名・

住所・電話番号・経験（車いす操作・ガイドヘル

プ ・高齢者疑似体験）の有無を記入（返信用ハガキ

には住所と氏名を記入）して 、〒271 －0094 松戸

市上矢切299 の1総合福祉会館内　 松戸市社会福祉

協議会「福祉体験学習指導ボランティア養成講座」

係(362-5963) へ

時間午後IE持～6 時　内容2リーグ制（中

学生、高校生以上）のトーナメント。レデ

ィースリーブあり。各地区の予選通過チー

ムは決勝戦に出場。その他、ユニフォーム

ドレッサー賞 、フリースローチャンピオン

など　 対象中学生～30 歳の人　定員先着

各地区各リーグ16 チーム程度（1 チーム３

人以上）　費用無料

圃電話で青少年会館登3∠W―8556 へ

お は な し キ ャ ラ バ ン( 松戸では8時になったらおはなしﾀｲﾑ)

期日 会　場 時　間 プログラム

5/ 8團 図書館本館 15:30～16:00絵本①ほか

9團 六実市民センター 15:00～16:00
アニメーション 、人形劇

10㈲ 古ヶ綺市民センター 15m ～16:00

15圉 図書館小金分館 15:00～15:30絵本①ほか

16困 二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 15:00～16:00
アニメーション 、人形劇

17窗 八ヶ畸市民センター 15:00～16 二00

18汢）おはなし広場 情 少年会館）10:00～12:00
11 時から、こどもボラン
ティアのおはなし会

22㈲ 図書館本館 15:30～16:CO絵本①ほか

25吠）森のホール
２１（第ワ

回ちば県人形劇 ま
つ

リinまつど会場）
※1 面参照

14:15～15:30人形劇をやつてみよう 、
簡単人形づくリ

26⑧
11:00～

頂00～15二00アニメーション、人形劇

29㈲ 常盤平児童福猖 洫 10:30～11:00絵本とミニ講座

30休）小金市民センタ- 15:00～16:00アニメーション、人形劇

対象3～9 歳＜らい　費用無料

※アニメーション｢ ペヂューニア｣､ 人形劇｢ ぶんぶくちゃがま｣。

絵本①｢ だれがいちばんはやいかな｣

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋をお持ちください。

圖市立図書館'25365―引 拓

STREET BASKE

TBALL

女性の講座

芸術祭

講
座
生
を
募
集

｢私の生き方を創ろう｣

「アンニョンハセヨ！

ﾉlンクル超入門」

青年講座

講座を開こう！

福祉体験学習指導ボランティア養成講座

出演団体･ スタッフ募集

舞と演の宴

成
人

講

座

「
育
児
中
の
あ
な
た
の
た
め
の

ホ
ッ
と
ひ
と
息
つ
く
講
座
」



６

チャンネル

情報

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［

］
教

育

を

考

え

る

集

い

５
月
1
2日
㈲
午
後
１

時
3
0分
～

５
時

会
場
市
民
会
館

テ

ー
マ

子

ど
も

が
幸
せ
に

な
る
教
育
改
革

と
は
　

講
師
東
京
大

学
教
授

・
藤

田
英
典
氏
　

費
用
五
百
円

固
松
戸

の
教
育
を

考
え

る
市

民
フ

ォ
ー
ラ

ム
・
鈴
木

登
3
4
4
・
８
・
0
4

5
（
夜
間
は

登
3
4
2
・
3
1
4
3

）

【

】
家

庭

教

育

勉

強

会

５
月
1
4日
㈹
午
前
1
0時
～
正

午

会

場
市
民
劇
場
　

テ
ー
マ
大

切
な

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

費
用
無
料

囿
家

庭
教
育
研
究
会

・
加

藤

容
3
6
7

・
Ｉ
Ｉ

りａ
７

「
」
詩

吟

無

料

体

験

講

習

会

５
月
1
0日

～
3
1日

の
毎
週
金
曜

日

〔
全
四
回
〕

午
前
1
0時
～
正

午

会
場
古

ケ
崎
市
民

セ
ン

タ
ー
　

内

容
漢
詩

・
俳

句
・
短
歌

の
基
本

圀

新
松
戸
吟
道
会

・
片
岡

昔
3
6
1
・

2
4
3
2

（
夜
間

の
み
）

【
】
甲

種

防

火

管

理

講

習

会

６
月
1
3日
米

・
1
4日
窗
午
前
９

時
3
0分
～
午
後

５
時

会

場
市
消

防
局

定
員
先

着
亘

二
十
人

費

用
四
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代

）

匣
５
月
1
3日
丱
～
2
0日
丱
の
間
に
、

直
接
市

内
各
消
防
署

ま
た
は
消
防

局
予
防
課

へ

固
消
防

局
予
防
課
査
察
調
査
係

登

3
6
3
・
1
1
1
4

「

」
こ

ど

も

料

理

教

室

「

台

湾

料

理

」

に

挑

戦

し

よ

う

Ｉ
。

５
月
2
5日
出

午
前
1
0時
～
正

午

会
場
小

釡
原
市
民

セ
ン
タ

ー
　
内

容
韮
篆
盒
子

（
に
ら
は
こ

）
　・
紫

采
湯

（
の
り

ス
ー
プ
）
　

講
師
糸

川
若
蘭
氏

対
象
小

学
三

年

生
以

上
　

定
員
先
着
二

十
人
　

費
用
三

百
円

（
材
料
費
）

圃
電

話
で
常
盤
平
児

童
福
祉
館

公

3
8
7
・
3
3
2
0

へ
　（
月

曜
休
館
）

［
］
県

立

松

戸

高

校

開

放

講

座

５

月
一
1
1
1
1

日

出

、
６

月

８

日

印

、
９

月
1
5
日

冊

、
一
1
1
1
1

月

９
日

出

、

１

月

1
1
1
1

日

市

、

２
月

８

日

出

各

午

後

６

時

～

９

時

会
場

県

立

松

戸

高

校

内

容

天

体

の

観

測

と

学

習

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

千

五

百

円

（
テ

キ

ス
ト

代

）

固

県

立

松

戸

高

等

学

校

容
3
4
1・
１

【
】
人

間

関

係

を

作

る

話

し

方

講

座①

５

月
1
0
囗

～

６

月
2
8
日

の

毎

週

金

曜

日

午

後

６

時
4
5
分

～

８

時

4
5兮

②
５

月

い１１
日

～

６
月
2
9
日

の

毎

週

土

曜

日

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

卯

貧

⑤
５

月
2
0
日

～

９

月

２

囗

の

隔

週

月

曜

日

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

①
市

民

劇

場

②

勤

労

会

館

⑤

稔

台

市

民

セ
ン

タ

ー
　

内

容

実

習

で

学

ぶ

話

し

方
　

費

用

各

九

千

円

（
全

八

回

分

、

テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）

圜

Ｈ

Ｒ
松

戸

話

し

方

研

究

会

・
石

田

登
3
6
7・
0
1
5
2

［

］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

知

っ

て

い

れ

ば

役

に

立

つ

愛

車

の

整

備

」

５
月
1
9日
襾

午
後
２
時
～
３
時

3
0分

会
場

サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八

柱
駅
下
車

徒
歩
二

分
）
　

講
師
渡

辺
忠

幸
氏
　

費
用

無
料

固
金
本

（
サ

ン
ヨ

ー

ホ
ー

ム
内

）

昔
3
8
6
・
Ｏ

り乙
０乙
１

［

］
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

パ

ソ

コ

ン

で

名

刺

を

作

ろ

う

」５
月
1
0日
次

午
前
1
0時
3
0分
～

正

午
、
1
2日

㈲
午
後
２
時
～
３
時

3
0分

会
場
文
化

ホ
ー
ル

ー
Ｔ
講

座
室
　

内
容
母

の
日

の

プ
レ

ゼ
ン

ト
に

オ
リ

ジ
ナ

ル
の
名
刺
を
　

定

員
各
回
十
人

持
ち
物
筆
記
用
具

費
用
八
百
円

圉
電
話
で
松

戸
ま
ち
づ
く
堊

父
流

室
テ
ン
ト
小
屋

公
3
6
7
・
8
8
8
9

へ

［
］
ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

６

月
１
日
～
９
月
2
8日

の
毎
週

土
曜
日

〔
全
十
五
回
〕

午
後
２
時

～

４
時
3
0分

会
場
馬

橋
市
民
セ

ン
タ
ー
　

内
容
八
人

一
組
の
誰
で

も
踊
れ
る
楽
し

い
ダ
ン
ス
　

費
用

一
回
二
百

五
十
円

固

メ
イ

プ
ル
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス

ク

ラ
ブ

・
目
良

合
3
4
4
・
7
0
9
7

［
］
レ

ク

ダ

ン

ス

講

習

会

５
月
2
5日
田

午
後
２
時
～
４

時

会
場
二

十
世
紀

が
丘
市
民
セ

ン
タ

ー
　
内

容
曲
に
合
わ
せ
て

か
ら
だ

を
動

か
す
簡
単
な

ダ
ン
ス
　

費
用

五
百
円

圖
松
戸
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
協
会

・
伊

藤

登
3
4
2
・
7
4
1
9

【
】
愛

犬

と

一

緒

の

し

つ

け

教

室
５
月
1
9
H
㈲
午
前
1
0時

～
正

午

〔
荒
天

の
場
合
は
５
月
2
6口
‥
㈲
〕

会
場
小

金
原
公

園

余

金

原
六
丁

目
）
　

内

容
飼

い
犬

の
基
本
的

な

し

つ
け
方
法
を
実
技
指
導
　

定
員

卜
五

組

（
抽
選
）
　

費
用
無
料

奈
見

学
自
由

（
犬
連

れ
は
不
可

）

匣
５
月
1
0日

糜
〔
必
着
〕
ま

で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
犬
の
種
類

・
年

齢
・
性

別

・
返
信
坩
あ
て
名

聚
記
入
し
て
、

干
2
7
1
－
0
0
8
7

松

戸
市
三
矢

小

台
五

の
一
三
の
一
一
川
畑
方

松

戸
ペ
ッ
ト

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
へ

圀
木
内

昔
0
4・
７
１
７
５

・
４

１

［
］
盆

養

菊

植

込

み

講

習

会

５
月
2
6日
襾

午
後
１
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館

飭
用

無
料

圖
千
松
菊
花
会

・
川
村
a
3
4
1・
７

［
］
日

舞

・

新

舞

踊

講

習

会

５
月

７
囗
㈹
・
1
4日
㈹

・
1
9
H

㈲
午
後
１
時
～
４
時

会
場
新
松

戸
市
民

セ
ン
タ
ー
　

内
容

や
さ
し

い
日

舞

・
新
舞
踊

費
用
一
回
五

百
円
固
邦
舞

の
会

・
藤
間

昔
3
4
6
・
8
7

2
5

へ
夜
間
の
み
）

期　日 内　容

5/1昿 手賀沼のプランクトン

6/ 1圉 手賀沼の自然観察

7/ 6 ㈹ 生活排水と浄化槽

9/21 倒 手賀沼の水質と浄化

11/30(士)手賀沼の野鳥

時間午後1時～4時　会場

手賀沼親水広場とその周辺

対象高校生以上の人　定員

吝先着35人　費用無料

匣
怎

閲
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
の

問
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
手
賀

沼

親
水
広
場

（
我
孫
子
市
高
野
山

新
田

一
九

三

）

昔
0
4・
7
1
8

1
唾
・
Ｏ
［
ａ
冖ａ
ｒ
Ｄ
へ

個人市政見学会

５月14 日脚午前9時30 分市役

所正面玄関前集合　コース市役

所～博物館～和名ヶ谷クリーン

センター～消防局～市役所　対

象市内在住の人　定員先鴉22

人　持ち物昼食（食堂等はあり

ません） 費用無料

※3人以下の場合は中止

畄電話で広報課25366 ―ﾜ320へ

［
］
松

戸

市

健

康

・

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

６
月
1
5日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場

運
動
公

園
体
育
館
　

内
容
健

康
体
力

づ
く
り

に
関
す

る
実
技
発

表

対
象

健
康
体
力
づ
く
り
を
行

っ
て
い
る

グ
ル
ー

プ
　
定
員
先
着

二

十
組

呰
兩

一
人
二
百
円

※
５
月
1
5日
水
午
後
３
時
3
0分

か

ら
、
運
動
公

園
武
道
館
会
議
室

で
岱

我
責

轟
零

蘭

催
し

ま
す
。

圃
５
月
７
日
天
～
1
0日
窗
ま
で
に
、

電
話
で
ス
ポ
ー

ツ
課
｛
一一
3
6
3
・
9
2

4
1

へ

［
］
青
少
年
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
操
作
講
習
会

５
月
1
8日
出
午
後
６
時
～
８
時

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口
分
館

対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
持
ち
物

運
動
着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固
青
少
年
会
館
登
3
4
4
・
8
5
5
6

［

］
松

戸

市

民

芸

術

劇

場

・

松

戸

市

民

コ

ン

サ

ー

ト

の

合

唱

団

を

募

集

平

成
一
Ｄ
年
１
月
2
6日
襾

に
森
の

ホ
ー
ル
2
1で
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

曲

「

ド
イ

ツ
レ

ク
イ

エ
ム
」
を
合
唱
し

ま
せ
ん
か
。

練
習
日
６
月
2
2囗
か
ら
の
毎
週

土
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～

９
時

募
集
ハ

ー
ト
ソ

プ
ラ

ノ
、
ア
ル
ト
、

テ
ノ
ー
ル
、

バ
ス

圃
応
募
要
項

の
請
求
は

、
（

ガ
キ

で

〒
2
7
0

－
2
2
5
2

松
戸
市
千

駄

堀
六
四
六

の
四
森

の
ホ
ー
ル
2
1内

松
戸
市
音
楽
協
会
市
民

コ
ン
サ
ー

ト
係
へ

匳
松
戸
市
音
楽
協

会
・
大
沢
ａ

迴

【

】
初

心

者

硬

式

テ

ニ

ス

教

室

７

月

～
1
0
月

の
毎

週

木

曜

旦

朋

半

＝
午

前

９

時

～
1
0
時
2
0
分

、
後

半

＝
午

前
1
0
時
3
0
分

～

Ｈ

時
5
0
分

会

場
松
戸

テ

ニ
ス

倶

楽

部
（
７

月

）
、

栗

ケ

沢
公

園
庭

球
場
（
８

月

以

降

）

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

の
人
　

費

用

ミ
カ
二

千

円
（
保

険

料

を

含

む

）

圃

６

月

５

日

水
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

狠
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
希

望

ク

ラ

ス

（
第

二

希

望
ま

で

）
　・
返

信

用

あ

て

名

を
記

入

し

て

、
一
１‐
2
7
0
1
0
0
0
6
松

戸

大

金

平

郵

便

局

留

松

戸

市

テ

ニ

ス
協

会

・
本

田

旦
鼻
田

（

昔
0
9
0・
６

６

５

０

・
3
6
3
4

）
　へ

［
］
リ

ズ

ミ

ッ

ク

ー
カ

ン

フ

ー

春

の

体

験

教

室

木

曜
日
コ

ー
ス
＝

５
月
1
6日

・

2
3日

・
3
0日
〔
全
三
回
〕
、
金
曜
日

コ

ー
ス
＝

５
月
1
7日

・
2
4日

・
3
1

日

〔
全
三

回
〕
各

午
前
1
1
1
1

時
～
午

後
１
時

会
場
常
盤
平
体

育
館

内
容

呼
吸
法
で
の

ス
ト
レ

ッ
チ

と

カ
ン
フ
ー
の
基
本
動
作

対
象
三

【
】
全

国

健

康

福

祉

祭

福

島

大

会

（
う

つ

く

し

ま

ね

ん

り

ん

ピ

ッ

ク

ニ

○

○

二

）

出

場

者

を

募

集

大
会
期
間
1
0月
1
9日

出
～
2
2日

㈹

対
象
県
内
在
住

で
六
十
歳
以

上

（
昭
和
1
8年

４
月

１
口

以
前

の

生
ま
れ
）

の
人

固

鱇
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ

い
財
団

長
寿
課

昔
0
4
3
・
9
9
1

一
・
7
4
4
8

【

】
北

総

線

矢

切

駅

前

か

ら

巡

回

無

料

バ

ス

を

運

行

し

ま

す

６

月

９

日

ま

で

の

日

曜

、

祝

日

（
５
月

６

囗

願

は
運

休

）
生

則
1
0時

∴
１１一
時

・
正

午

・
午

後

２

時

・
３

時

・
４

時

出

発
　

ル

ー

ト

矢

切

駅

～

里

見

公

園

～

矢

切

の

渡

し

～

野

菊

の
墓

文

学
碑

～

火

切

駅

固

矢

切

フ
リ

ー

マ

ー

ケ

ッ
ト

実

行

委

員

会

デ

サ

ヒ

書

店

内

）
登
3
6
2・

十
歳
以
上
の
人

定
員
各
先
着
十

五
人
　
費
用
無
料

匣
電
話
で
塚
田
昔
3
4
8
・
5
3
2
6

（
午
後
５
時
以
降
）
へ

［

］
千

葉

県

民

体

育

大

会

山

岳

競

技

会

代

表

選

手

選

考

会

６
月
２
日
㈲
午
前
1
0時
～

午
後

３
時

会
場
野
田
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ル
　

種
目

ス
ポ

ー

ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン

グ
　

対
象
高
校

生
以
上

の
人
　

費

塵

一
千
百

円

圃
電
話

で
松

戸
市

山
岳

協
会
・
高

橋

登
3
6
2
・
1
8
0
0

（
日

曜
・
祝

日
を
除
ぐ
、

午
前
９

時
～

午
後
６

時
）
へ

［
］
カ

ヌ

ー

教

室

６
月

２
囗
・
1
6日

・
2
3日
の
日

曜
日

午
前
９
時
3
0分
～
午
後
３
時

3
0分

の
都
合
の
よ

い
一
日【
　
会
場

江

戸
川

三

郷
有
料
橋
下

】
　

対

象

健
康
で
多
少
泳
げ
る
小
学
四
年

生
以

卜
の
人
　

費
用
五
千
円

（
小

中

学
生
千
円

）

圃

５
月
1
9日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

［
］
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

を

募

集

５
月
1
9日

㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午

後
１
時
3
0分
〔
雨
天
中
止
〕
　
会

場
（
実
中

央
公
園

募
集
区
画
六

十
区
画
　

費
用
千

五
百

円

一

搬
入

の
際
、
大
型
車
は
不
可

固
５
月
1
0日
聡
〔
消
印
右
効

〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号

・
返
信
用

あ
て
名
を

記
入
し

て
、
干
2
7
0

－
2
2
0
3

松

戸
市

六
高
台
三

の
七

ベ
ル
ニ

ー
Ａ

五
　

土
屋

ト
ミ
子

（
0
3
8
6・9
5

3
3
）
　へ

［
］
河

川

愛

護

モ

ニ

タ

ー

を

募

集
応

募
資
格
満
二

十
歳
以
上
の
健

康

で
河
川

よ
り
お
お
む
ね
五
丿
以

内

に
お
住
ま

い
の
人
　

応
募
人
数

一
人
　

委

嘱
期
間

７
月

１
日
か
ら

二
年
間
　

手
当
月

額
四
千
五
百
八

十
円

（

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番
号

・

希

望
日
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
0

－
0

0
2
1

松

戸
市
小
金
原
三
の
一

八

の
二
二

の
三
〇
三
　

松
戸
市

カ
ヌ

ー
協

会

・
岡
田
威
夫

（
昔
囲
3
4
2
・

０
り４

３
Ｑ
ｃ
）
　へ

スポーツ教室

教室名 会　場 内　容 問い合わせ先

グラウンド・

ゴルフ教室

新松戸南小学

校校庭

体育指導委員・香

川S343  ― 5580

軽スポーツ教

室
幸谷小学校

グラウンド・ゴルフ､ソ

フトバレーボール、ファ

ミリーバドミントン

体育指導委員・泉

Q343  - 99ﾜ9

ファミリー・

スポーツ教室

新松戸西小学

校体育館

ファミリーバドミント

ン､ソフトバレーボール

体育指導委員・香

川S343-5580

日時5 月19 日(日)午前9 時～正午　費用100 円(ｲ 呆険料)

圃当日会場で

畄
５
月
3
1日

次
〔
必
着
〕
ま
で
に
。

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・

性
別

・
電
話
番
号

・
職
業

・
河
川

愛
護
活
動

の
経
験
や
思

い
を
記
入

し

て
、
〒
2
7
8
－
0
0
0
5

野
田
市

宮
崎

一
三
四
　

国

土
交

通
省
江
戸

川
工
事

事
務
所
管
　
　

（
ａ

叫
・

7
1
2
5
7
3

1

へ

［

］
平

成

１４

年

度

国

税

専

門

官

を

募

集

・
受
験

資
格

①
昭
和
5
0年

４
月

２

日
～
昭
和
5
6年
４
月

１
日

生
ま
れ

の
人
②
昭
和
5
6年
４
月

２
日

以
降

生
ま
れ

の
人

で
、

大
学
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た

は
平

成
1
5年
３
月
ま

で
に
大

学
を
卒
旱

Ｔ
る
見

込
み

の

人

（
人
事
院

が
大

学
卒
業
と
同
等

の
資
格

が
あ
る
と
認
め
た
場
合
を

含

む
）
　

申

込
書
交
付

お
よ
び
受

け
付
け
５
月
９
日

米
ま
で

圖

松
戸
税
務

署
総
務
課

昔
3
6
3
・
１

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

［
］
手
賀
沼
環
境
教
室

・
0
1
1
1



【
】
ど

の

子

も

の

び

る

子

育

て

懇

談

会

５
月
2
3日
困
午
前
1
0時
～
正

午

会

場
女

性
セ
ン

タ
ー

ゆ
ま

つ
ど

内

容
「
ど
ん
な
子
に
育
て
た

い
か
」

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
今
や

る
こ
と

を

考
え

介

つ

定
員
先
着
一
千

五
人

費
用
二
百
円

固
フ

ァ
ニ
イ

ク
ラ

ブ
・
橋
本

昔
3
4
8

・
７
４
ｒ
Ｄ
４

［
］
盲

導

犬

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

５

月
1
9
囗

㈲

午

前
1
1
1
1

一
時

～

午

後

４

時

［
雨

天

中

止

］
　

会

場

伊

勢

丹

松

戸

店

前

広

場
　

費

用

無

料

固
盲
逅

夭

を
普

及

さ
せ

る
会

事

務

局

公
3
8
7・
4
3
2
2

［

］
松

戸

市

を

福

祉

の

先

進

市

に

～

高

齢

者

福

祉

を

か

ん

が

え

る５
月
1
8日
出
午
後
５
時
～
７

時

3
0分

会
場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　内

容
市
議
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
発

表

、

介

護

支

援

課

か

ら
現

状

報

告
・
討
ふ
臾
匹

定
員
先
着
百
二

十

人
　

費
用
無
料

圈
地
域
ネ

ッ
ト
松
戸

（
あ

ら
か
る

と
内
）
　・
鎌
田

昔
3
4
1
・
3
9
0
9

我

孫

子

市

［
］
我

孫

子

野

鳥

を

守

る

会

記

念

講

演

会
「

鳥

た

ち

の

結

婚

」

５
月
1
2日

㈲
午
後

１
時
3
0分
～

３
時

会
場
手
賀
沼
親
水

広
場

圜
我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
事
務
局

昔
0
4・
７
１
８
７

・
２
２
２
Ｑ乙

［

］
千

葉

県

ハ

ー

モ

ニ

カ

サ

ー

ク

ル

交

歓

会

５
月
1
9日

㈲
午
後
１

時
～

４
時

会

場
市
民
劇
場

費
用

無
料

圈
松
戸
（

Ｉ
モ

ニ
カ
ア
ミ
ー
ゴ
・

佐

藤

登
3
8
5
・
3
2
5
5

［
］「
歌

と

お

話

し

」
一

日

体

験

５
月

８
日

水
午
後
１
時
～

２
時

4
5分

龠
諞
サ

ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
（
八

柱
駅
下

早
徒
歩
七
分

）
　

内
容

声

楽
家

・
高
森
篤
子
氏
に
よ

る
講
演
、

発

声
練

習
、
童
謡
な
ど
を
歌

つ

費
用
千
五
百
円
（
飲
料
代
を
含

む
）

圜
ひ
ぐ
ら
し

の
会

・
荒
井

昔
3
8
9
・

「
」
う

た

う

生

涯

学

習

成

果

発

表

５
月
1
2日

㈲
午
前

９
時
3
0分
～

４
時

会
場
市
民
劇
場

内
容

ヴ

ォ
イ
ス
ト
レ

ー
ナ
ー
西

京
子
氏
に

よ
る
指
導
曲
「
さ

い
は
て
海
峡
」
等

巷
乕

無
料

瞑

フ
ラ
イ

デ
ー
歌

謡
サ
ー

ク
ル

・

金
井

登
3
8
6
・
8
6
8
9

［

］
借

地

借

家

の

無

料

相

談

５
月
1
1日

倒
午
後
１

時
～

４
時

会

場

勤
労
会
館

※
契
約
隶
尽

か
あ

れ
ば
ご
持

参
を

圈
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

容
3
4
5
・
3
5
4
8

野

田

市

［
］
野

田

市

文

化

会

館

催

し

物

①
○

才

か

ら

の

ク

ラ

シ

ッ

ク

７
月
2
0日

撮
午
前
一
1
1
時
開
演

会
場
野
田
市
文
化
会
館

②
○
才
ま
え
の
コ

ン
サ

ー
ト
「
マ

マ
の
お
な

か
は
特

等
席
」

７
月
2
0日

面

午
後
２

時
開
演

会
場
野
田
市
文
化
会
館

②
に
し

ふ
ｎ

ｅ
　

」

Ｅ
町
町
ｍ
ビ

ー
ｅ
　

し

黯
叫
ｘ

６
翊
万

口

㈲
午
後
２
時
開
演

会
場
欅

の
ホ
ー
ル

豐

い
ず

れ
も
野
田
市
文
化
会
館
ａ

叫
・
７
１
２

４
・
１
５
５
ｒａ

［

］
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

５
月
1
1日

出
午
之削
1
0時
～
正

午

会
場
ふ

れ
あ

い
2
2（
健

康
福
祉
会

館
）
　

内
容
リ
（

ビ
リ

を
兼
ね
て

室
内
で
行
う

カ
ー
リ
ン

グ
に
似
た

レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
　

対
象
障
害

者
手
帳
を
持

っ
て

い
る
人

お
よ
び

そ
れ
に
堂
す

る
人
　

費
用
無
料

圃
電
話

ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名

∴
電
話

（
フ
ァ
ク
ス
）
番

号
を
記

入
し
て
、
健
康
福

祉
会

館
障
害
者

福
祉
セ

ン
タ
１

登
3
8
3
・
7
1
1
1

附
3
8
3
・
7
8
1
0

へ

［

］
県

民

が

集

う
「
看

護

の

日

」

５
月
1
2日
㈲
午
前
1
1
1
1
-
!

時
3
0分

会
場

青
葉
の
森
公

園
芸
術
文
化

ホ

ー
ル

（
千

葉
市

）
　
内
容

田
中
香

穂
子
氏

に
よ
る
講
演
、
健
康

・
進

路
相

談
等

定
員
当
日
先
着
八
百

人

費
用

無
料

圖
千
葉
県
看
護
協
会

登
0
4
3
・
2
4
5
・

［

］
歌

と

踊

り

の

グ

ラ

ン

ド

シ

ョ

ー

（
十

五

周

年

記

念

発

表

会

）５
月
1
2囗
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

８
時

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
歌
謡

曲
・
な
っ
メ
ロ

・
ポ
ッ
プ

ス

・
日
本

舞
踊
等
　

費
用
無
料

圖
松
戸
民
演
連
盟

・
成
嶋

昔
3
4
1
・

鎌

ケ

谷

市

［

］
イ

ー

ス

タ

ン

リ

ー

グ

（

日

本

ハ

ム

）

日

程

・
対
戦

相
手

５
月

５
日

㈲

・
６

日

附

＝
西

武

、

８

日

水

・
９

日

米

＝

ヤ

ク

ル
ト

、
1
5
日

水

・
1
6

日

米

＝
西

武

、
1
8
日

出

・
1
9
日

㈲

＝
ロ

ッ

テ
、
2
1
日

内

＝
巨

人

、
2
9

日

水

＝

ロ

ッ

テ
　

試

合

開

始

時

間

午

後

１

時

会

場

日

本
（

ム

フ

ァ

イ

タ

ー
ズ

タ

ウ

ン
鎌

ケ

谷
　

費

用

大

人

千

円

、

子

ど

も

五

百

円

圖

日

本
（

ム

フ

ァ
イ

タ

’‐‐・
ズ

タ

ウ

ン

鎌

ケ

谷

見

附
・

榻

・
5
5
8
6

［

］
５

月

の

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

暮
ら
し
の

相
談
介
護
＝
1
3日
丱
・

2
7日

囲
、
税
務
＝

７
日

㈹
・
2
1日

収
、
年
金
＝
９
日

本
・
2
3日
困
、
法

律
＝
1
4日

㈹
・
2
8日

㈹
・
3
1日
蚩
、

資
産
形
成
＝

８
日
水

・
1
0日
吻

・

Ｈ
口

出
・
1
6日

本

・
2
2日
水
・
2
5

日

出
・
2
9日

水
・
3
0日
本

ミ
ニ

教
室
介
護

＝
2
7日
囲
、
資
産

形
成
＝
3
0口

困

各
乍
後
１
時
～
２

時
3
0分
　

費
用

無
料

固
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ

１

昔
3
6
0
・
6
6
1
2

【
】
カ

ラ

ー
コ

ン

サ

ー

ト

５

月
1
1
1
1

日

出

午
後

２

時

～

４

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
9
1］
　
出

演
砂

田

直

規
（

バ
リ

ト

ン

）
、
高

橋

幸
子
（
ソ

プ
ラ

ノ
）

ほ

か
　

費
用

二

千

五

百

円固

ひ
ぐ

ら

し

の

会

・
荒

井

昔
3
8
9・

【

】
朗

読

を

き

く

か

い

５

月

８

日

水

午
前
!
0
時

～
一１１一
時

3
0分
　

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松

戸

朗
読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る
朗

読
「
会

話

」
赤

川

次

郎

著

ほ

か
　

対

象

障

害
者

手

帳

を

持

っ

て

い

る
人

お

よ

び

そ

れ

に

塗
ず

る
人

（
付

き
添

い
の
人

と

一
緒

の
参

加

も

可

）
　

費

用

無

料

圖

健

康

福

祉
会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ
１

≪
3
8
3・
7
1
1
1

副
3
8
3・

「

」
松

戸

駅

西

側

周

辺

の

史

跡

め

ぐ

り

５
月
1
2囗

⑥
〔
雨
天

中

止
〕
午

後

１
時
松

戸
駅
西

口
時
計
台
前
集

合
（
午
後
４
時
3
0分
解
散
予

定
）

コ

ー
ス
松

戸
駅
～

松
戸
神

仕
～

松

竜
寺

卜
春
雨

橋
～

宝
光
院
～
納
屋

笞

庠
～

来
迎
寺

～
小
僧
弁
天
な
ど

の
約

六
い

を
約
三
時
間
半
徒
歩
で

巡

る
　

費
用
三
百
円

圃
当
口
‥
集
合
場
所
で

固
松
戸
史
談
会

・
神
尾

豊
川
・
2

4
5
8

（
夜
間

の
み
）

［
］
本

土

寺

宝

物

殿

を

公

開

５

月
1
6
日

米

・
1
7
日

窗

午

前
1
0

時

～
正

午

会

場

本

土

寺

内

宝

物

殿
　

定

員

各
五

十

人
（
抽

選

）

費

用

五

百

円

圃

５
月
1
0
日

窗
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

俣
（

ガ
キ

に
住

所

・
氏

名

二

枚

に
二

人

ま

で
）
二

午
齢

・
性

別

’・

電

話

番

号

・
参

加

希

望

囗

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

根

本

三

五

六
　

松

戸

市

教

育

妛
員

会

社

会

教

育

課

文

化

財

係

（

登
3
6
6

・
７

４
冖ｎ
）り乙
）
　へ

［

］
ニ

ュ

ー
フ

ィ

ル

千

葉

「
ク

ラ

シ

ッ

ク

名

曲

コ

ン

サ

ー

ト

」

５

月
2
6
日

㈲
午

後

２

時

開

演

会

場
ぽ

・
る

・
る

プ

ラ
ザ

ち

ば
（
千

葉

市

）
　
出

演

飯
森

範

親
（
指

揮

）
、

新

井

伴

典
（
ギ

タ

士
　

曲

目

レ

ス

ピ

ー

ギ

「
リ

ュ

ー
ト

の

た

め

の

古

風

な

舞

曲

と

ア

リ

ア
第

三
組

曲

」

等
　

費

用

Ｓ

指

定

席

四

千

円

ほ

か

固

ニ

ュ

ー

フ

ィ

ル
（

Ｉ

モ

ー

ニ

ー

オ

ー

ケ

ス
ト

ラ
千

葉
事

務
局

公
0
4
3

・
2
2
2・
4
2
3
1

［
］
鎌

倉

自

然

と

歴

史

ハ

イ

キ

ン

グ５
月
1
8
日

出
午

前

７

時

新

松

戸

駅

前

出

発
（
午

後

６

時

帰

着

丈

疋
）

内

容

古

都

・

鎌

倉

の
寺

社

や

史

跡

と

鎌

倉

ア

ル

プ

ス

を

約

三

時

間

半

歩

く

定

員
先

着
二

十

五

人

費

用

四

千

五

百

円

（
貸

切

バ

ス

・
入

山

料

・

保

険

料

を

含

む

）

圃

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

’。
0
9
0
・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

【
】
パ

ー

キ

ン

ソ

ン

病

友

の

会

総

会

・

全

国

大

会

①
５
月
1
7日
倒
午
後

１
時
か
ら

②
1
8日

出
午
前

９
時
3
0分
か
ら

会
場
か
ず
さ

ア
カ

デ
ミ
ア
セ
ン
タ

ー

采

更
津
市

）
　
内
寮

父
流
会
や

講
演
等

費
用
無
料

圖
全
国

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

工

果
県
支
部

・
永
江

昔
0
4
7
・
4
5
0
・

［

］
高

齢

者

運

動

教

室

「

の

ん

び

り

ら

く

ら

く

体

操

」

５
月
1
7日
～
８
月
２
囗

の
金
曜

日

〔
全
十
二

回
〕
午
後
１
時
3
0分

～

３
時
3
0分

会
場
六
実
保

健
室

対

象
六
十
五
歳
以
上
で
こ

れ
か
ら

運
動

を
始
め
た

い
人

定
員
先

着

二

十
人
　

費
用
無
料

※
常
盤
平

地
区

は
９
月
、
小
金
地

区

は
１
月
に
開
催
予

定

圃

５
月

７
日

㈹
か
ら
、
直
接

ま
た

は
電

話
で
保
健
福
祉
課
保

健
係

容

3
6
6
・
7
4
0
0
1
へ

［
］
エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

Ｈ
‐

Ｖ

抗

体

検

査

５
月
1
6日

困
午
後
２
時
～
３
時

会
場
松
戸
保

健
所
　

匿
名
結
果
交

付
十
三
口
後
　

費
用
無
料

圖
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
課

昔
3
6
1

・
り乙
１
ｎ
乙
１

【
】
療

育

相

談

（
予

約

制

）

受
付
５
月
1
6日

本
午
後

１
時
～

１
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
診
察
、
保

健
指
導
（
必
要

時
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
　

対

象
爪
子

八

歳
未

満
で
整
形
外
幵

的
心
配

の
あ

る
人

心
市

で
実

施
し
て

い
る
乳
児

股
関
節
脱

臼
検
診

の
未
受
診

者

持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
　

費
用
無

料固

松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

容
3
6
1

・
り亠
↓

自乙
１

［
］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

５
月
1
8日
出
午
前
1
0時
～
午

後

３
時
　

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
松
戸
市

精
神

障
害
者
家
族
会
土
曜
会
会
員

に
よ

る
相

談
（
秘
密
厳
守
）
　
対
象
「
こ

こ
ろ
の
病
」
の
人
を
抱
え

る
家

族

費
用
無
料

※
同
日

・
同
時
間
に
電
話
で

の
相

談
も
受

け
付
け

（
相

談
室

直
通

登
3
8
3’
　
ｒａ
ｒａ
ｒａ
１
）
○

固
武
井

昔
3
6
2
・
8
2
1
5

【

】
ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の

追

加

接

種昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま

れ
の
人

が
他

の
年
齢
層
に
比

べ
て
、
ポ
リ

オ
の
Ｉ
型
と

い
う
種

類
の
免
疫
を

保
有
し
て

い
る
割
合

が
低

い
こ

と

が
、
厚
生
労
働

省
の
調
査

で
わ
か

り
ま
し
た

。

日
本
に

は
ポ
リ

オ
ウ
イ
ル
ス
は

な

い
と
判

断

さ
れ
て

い
ま

す

が
、

ポ
リ

オ
ウ
イ
ル

ス
常
在
国

に
渡
航

予

定
の
人
ま
た

は
、

ポ
リ
オ
ワ

ク

チ
ン
接
種
を
受
け

る
子

ど
も
が

い

る
人

は
、
再

度
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ

ン

の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ

と
を
お

勧
め
し
ま
す

。

※
詳
細
は

お
問

い
合

わ
せ

を

固
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

雲
3
6
6

・
7
4
8
4

【
】
愛

の

献

血

松
戸
市
献
血
推

進
協
″
豐

二

①
５
月
６
日

願
②
７
日

㈹
各

午

前
1
0時
～
1
1
1
1

時
4
5分

、
午
後
１
時

～
４

時
　

会
場
①
西
友

常
盤
平

店

前
図
松

戸
市
役
所

圖
保
健
福
祉
課
検
診
係

登
3
6
6
・
７

予防 接種 のお知 らせ

平成14 年3月生まれの人には、5月下旬に予防接種の通知をします。

平成13 年2月生まれの人匸はすでに通知済みで、生後3ヵ月を過ぎても予

診票が届かない場合または転入・紛失等で予診票のない人は、直接中央保健

福祉センター・各支所の市民健康相談室で申し込むか、ハガキ記入要領を参

照のうえ、申し込んでください（後日郵送）。

※予防接種は生後3ヵ月にならないと受けられません。

圖保健福祉課予防衛生係0366-7484

［

］
転

倒

予

防

教

室

５
月
3
0日
困
午
後
１
時
3
0分
～

４
時

会
場
松
戸
市
社
会

福
祉
協

議
会
（
総
合
福
祉
会
館

内
）
　

内

容
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
と

っ
て

お
き
の
知
恵
を
学

ぶ
　
対

象
六
十

五

歳
以
上
の
人
　

定
員
四
十
人
程

度
（
抽
選
）
　

費
用
無
料

圃
５
月
2
4日

幽
ま

で
に
、
電

話
で

矢

切
地
区

在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ

１

昔
3
6
8
・
7
8
8
5

へ

［
］
思

春

期

相

談

（
予

約

制

）

５
月
2
2日

水
午
後
２

時
3
0分
～

４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
精
神
科

（
児

童
）
医

師
に
よ

る
相
談
　

対
象

本
人

・
家

族
・
関

係
者
　

春
用

無
料

圖
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

登
3
6
1

．
り乙
Ｉ

？
】１

［
］「

女

性

の

健

康

相

談

事

業

」

を

開

始

（
予

約

制

）

保
健
所
で

は
、
女
性
医
師
に
よ

る
女
性

の
た

め
の
健
康
相
談
を
６

月

か
ら
実
施
し
ま

す
。

圖
松

戸
保
健
所
地
域
指

尋
課

昔
3
6
1

・
９
に】１
９｛
｝Ｉ

※平成14 年5 月１日以降に住民

登録および外国人登録をした

3月生まれの人､または予診票

を扣っていない下記の人は申

し込みとなります。

●ツベルクリン反応・ＢＣＧ‥･3

ヵ 月以上4 鐡未満で接種してい

ない人
●ポリオ…3ヵ月以上7歳6 ヵ月

未満で2回歛んでいない人

●DPT･ ‥3ヵ月以上ﾜ 歳6ヵ月未

満で4回接種していない人

●麻しん・風しん･･･1歳以上7 歳

6ヵ月末満で接種していない人

●日本脳炎･‥3熾以上7歳6 ヵ月

未満で3回接種していない人

ハガキ記入要領

健
　

康

催
し
物

ぶらっと

東葛



シリーズ第16 回　フジ

今回の紹介は 、松戸新田・高橋さん宅の

「フジ」の木です。

「フジ」の木は本州 、四国、九州に分布

し 、日本固有の落葉藤本です。山野に自生

し 、庭木として古くから鑑賞されています。

花は20 ～90cm の長い総状花序をだし 、基

部の方から咲き始めます。

また 、つるは丈夫で、瓰を編んだり 、布

やひもの材料に使用されています。

高橋さん宅の「フジ」は、株立ちで 、樹

齢100 年以上です。

戦前、金ケ作の植木屋から鉢植えの盆栽

として買い求めたものを庭に植え 、∠10年前

に現在の場所に植え直したとのことです。

フジ棚は約１７ｍあり、房は長いもので

1.5m の見事なものになり 、咲き始めると

心地よい香りが庭の外まで漂い、花を見に

来る人が毎年増えているそうです。

今年は気候の影響から開花が早くなりま

したが、例年4 月下旬に満開となります。

21 世紀の森と広場パークセンター催し物
行事名 日　時 講 師 定員/費用

自然観察会「木の花の観

察会」
5/18Cが午前10眄～正午

千葉県自然観察指導員

・高野史郎氏
30人/無料

園芸教室「アサガオの品

種と育て方」

5/18 出 午後1B930 分～3

時

みどりの相談員・渡辺

重吉郎氏
60人/無料

みどりの講習会「押し花

の楽しみ方j

5/19(1日)・26(日)〔全2 回〕吝

午後1 時30 分 ～4 時

ふしぎな花倶楽部本部

講師・渡辺敏子氏
30人/1,800円

森のクラフト教室 厂自然

のつるを使ったパスケツ

トづくり」

6/1 tt)午後1時30 分～∠L時
ネイチャークラフトデ

ザイナー・山中琴江氏
25人/無料

園芸教室「家庭菜園一夏

の手入れ－］
6/2日 午後1時30分～3時

みどりの相談員・小林

喜代次氏
60人/無料

みどりの教室「絵手紙で

季節の花を描こう」

6/9 斜 午後1鮒O 分～3 時

30 分

八柱絵手紙の会・萩原

典子氏
30人/200 円

園芸教室「花木や観葉植

物の挿し木|

6/1503 午後1時30 分～3

時

みどりの相談員・青島

尚祐氏
45人/無料

5月15 日水）午後O時毎分～○時45 分　会場市役所1 階連絡通路　内容

稲見里恵（ソプラ刀 、岸本伸子（ピアノ）による［ます］（シューベル

ト）ほかを演奏　費用無料

※生の演奏をお子さんと一緒にお楽しみください。

圈社会教育課公366-ﾜ ∠E62

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所訓木日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕
……a366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時
休日と土曜 午前9 ㈲～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……25368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時
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8月31 日(土)午 後

IE持から　 会場市

民劇場　対象市内

在住 ・在学の高校

生 〔ただし①～④

のいずれかに該当

する人を除＜①母

国語・公用語を英

語とする国に通算

1年 または継続して6 ヵ 月以上滞在した人（5 歳

までの滞在は除＜）②英語で一般教育を行って

いる国際学校へ通学した事がある人、または通

学している人③同居する親族に英語を公用語と

する国の出身者がいる人④当該コンテスト高校

生の部の入賞経験者　テーマ自由（5 分以内）

匣5 月31 日 銜〔必着〕までに､ 所定の用紙（誹松

戸市国際交流協会にあります）に必要事項を記

入して 、=i=2ﾜ1-8588 松戸 市根本38 ワー5 剛松

戸市国際交流協会（市役所新館5 階 、a  366-

ﾜ310) へ

※スピー刋京稿の締め切りは6 月28 日窗 ［必着］

です（書類審査があります）。

※入賞者は､平成15 年3 月予定の海外短期派遣（ホ

ームステイ・プログラム）に実費の約半額の費

用負担で参力〔〕する事ができます。

森のホ－ル２１チケットガイド

期日 内　　容 開演時間 料　金

6/28銜

ペレス・プラード楽団

ラテン・ミュージックの重鎮として長い圜君臨しだ マ

ンボの王様‰23 度目の来日。マンボNo.5 、エル・マン

ボ、ペサメ・ムーチョ、半サス・半サス・牛サスほか

午後ら時

30 分

Ｓ席5,000 円

Ａ席4,000 円

ぴあ･ローソン

・ｅ十

7/6 圉

綾戸智絵コンサート

待望の再公演。ますます磨きのかかった歌や軽快な卜

ークをお楽しみください

午後6 時

☆

Ｓ席6,000 円

Ａ席4,000 円

ぴあ･ローソン

・ｅ＋

7/7(1日)

東京交響楽団～七夕に贈る名曲コンサート

指揮：西本智実､ ヴァイオリン：千住真理子
話題の女性指揮者と人気ソリストの競演。ヴィヴァル

ディ／「四季」より『夏』、バツハ/G 線上のアリアほか

午後3 時

☆

Ｓ席4,500 円

Ａ席3,500 円
Ｂ席2,500 円

ぴあ･ローソン

・CN ・e 十

7/14(1日）

草刈民代＆レニングラード国立バレエ
～華麗なるクラシックバレエ・ハイライト

若さと美貌のレニングラード国立バレエのプリマたち

が、次々に繰り広げる夢のステージ。「白鳥の湖」「眠
りの森の美女」「＜るみ割り人形」「ジゼル」ほか

午後4 時

Ｓ席8,000 円

Ａ席ﾜ,000 円

Ｂ席6,000 円

ぴあ･ローソン

8/3R

タンゴ・メトロポリス～ダニエル・ビネリ楽団

今なおタンゴの精神が生き続けるブエノスアイレスの

すべてを描いた「タンゴショー」ラ・クンパルシータ、
リペル・タンゴ､ エル・チョクロほか

午後4 時

Ｓ席5,000 円

Ａ席4,000 円

Ｂ席3,000 円

ぴあ･ローソン

8/28feK)

松竹大歌舞伎～十代目坂東三津五郎襲名披露

演目第一部：梶原平三誉石切　鶴ヶ岡八幡社頭の場

第二部：十代目坂東三津五郎襲名披露口上　第三部：

義経千本桜　吉野山出演八十助改め坂東三津五郎、中

村富十韶　中耜莎雀　坂貢吉弥ほか

午後∠1時

☆

1階席5,500 円

2階席4,500 円
ぽか
ぴあ･ローソン

・ｅ十　、

会場…いずれも森のホール21 大ホール

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取り扱います。
※☆印には託児サービス(有料･ 予約制) があります。詳細はおたずねください。

武
道
の
精
神
を
受
け
継
い
で

巨樹と古木をたずねて

人
ひと

みどりと花の課S366 ―7378

午前9 時～午後5時 の問に、電話でパークセンター昔3∠15-8900 へ（先着頤）

第39回シティー・ミニコンサート

｢衛生会館所在…竹ヶ花45の53｣

高校生の出場者を募集

固森のホール21 チケットセンターQ384-333K 午前10 時 ～ 午後フ時　月曜休館)
URL httｐ://ｗｗｗ.ｍｏrinoha1121.ｃｏｍ

パトリック・ローさん


